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　秋も深まってきた週央の、午後十時。

　遥はる香かは極上の癒しを得るために、ベッドの上に仰向けになって寝そべっている。

　場所は都心の大通り沿いにあるビルの中。遥香が受けるのは、アロマオイルによるボディトリートメントだ。

　外は冷たい雨が降っているが、施術専用の部屋の中は適温に保たれており、全裸でも寒さなどまるで感じない。ＢＧＭは静かなピアノ曲で、部屋に立ち込めるのは、拓たく真まが遥香のためにブレンドしてくれたマッサージオイルの香りだ。

　人肌に温められたそれをたっぷりとデコルテに塗られ、上腕から胸元に至るまでの筋肉を丁寧にほぐしてもらう。

「今日は、首も肩もさほど凝っていないみたいだね」

「だって、一昨日施術してもらったばかりですから……」

「それにしても、だ。だんだんと身体が柔らかくなって、いい感じに開いてきたね」

「あ、んっ！」

　乳房を脇のほうから持ち上げるように揉み込まれ、刺激を受けた乳嘴が早々に尖る。

　目ざとくそれを見咎められ、チュッと吸われた。柔らかな乳暈をねぶるように愛撫され、まだ触られてもいない花芽が淫欲でぷっくりと腫れ上がる。

「だけど、少しだけ脚がむくんでるな。今日は下半身をメインにメンテナンスしていこうか」

　乳房を揉んでいた掌が、ウエストに移る。そこをゆるゆると揉み込まれたあと、指先が恥骨の膨らみを経て花芽の突端を捕らえた。

「ひっ……！　ああんっ！」

　途端にあられもない声が漏れ、遥香は腰を浮かせて身もだえをする。小刻みに振動を与えられて、こらえきれずに上に逃れようとした。その途端、腰を腕に抱き込まれ、閉じた膝を左右に大きく開く格好になる。

「相変わらず濡れやすいな。もうこんなに愛液が溢れてる」

　そう言うなり、拓真が秘裂に口づけ、わざとのように音を立てて愛液を舐め上げる。

　花芽に強く吸い付かれ、拓真の口の中で薔薇色の花芯が、つるりと露出した。

　そこをすかさず舌で捏ねられ、目の前でいくつもの火花が散る。蜜窟に挿入されていた指の本数が増え、グチュグチュという水音を立てながら隘路を丁寧にほぐしていく。

「やぁああんっ……。拓真さんったら、すごく……エッチ……」

　遥香が頭をもたげると、脚の間に顔を沈めている拓真と目が合った。

　じっと見つめてくる視線が、淫欲にまみれているのがわかる。彼の熱い舌が、蜜窟の中に入ってきた。これみよがしに中をチロチロとくすぐられて、遥香は吐息を漏らしながら蛇のように身をくねらせる。

「エッチなのは俺じゃなくて遥香だろう？　今日だって、俺にマッサージされるってわかってたから、朝からグチュグチュに濡れてたんじゃないか？　いけない子だな……。そんな状態で外を歩いていて、ほかの男に気づかれたら、どうするんだ」

　拓真が眉間に縦皺を寄せ、遥香を窘めるような表情を浮かべる。

「欲情なんてしてません……！　それに、そんな状態で外を歩いたりしないし、そもそも誰も私なんかを襲ったりするわけありませんから」

「どうしてそう言い切れるんだ？　この俺が、直々にトータルボディメンテナンスをしているんだ。この頃の遥香は、前よりもかなりいい女になってる。そうだろ？　自覚してないとは言わせないぞ」

　蜜窟を浅く突いていた拓真の舌が、ずず、と奥に進んだ。

　普通よりも少し長い彼の舌は、屹立や指と同じで、遥香の中の感じる場所を熟知している。硬く尖らせた舌先が、的確にそこを捕らえてクリクリと捏ね回してきた。

「やっ……ああんっ！　そ……こ……」

「ここが、気持ちいいんだろう？　ほら……また愛液が滲んできた」

　彼はそう言うと、わざとのようにじゅるじゅると音を立てて愛液を啜り始める。

　なんて、淫らでいやらしいのだろう！

　けれど、遥香はこうされるのがたまらなく好きだし、拓真もそれをわかってやっているのだ。

「かなり血行が良くなってきたみたいだな。そろそろ中もマッサージしてほしくてたまらなくなってきたんじゃないかな？」

「そ、そんなことありませんっ」

　おもむろに身を乗り出してきた拓真が、遥香の上にゆったりとのしかかってきた。否定する唇をキスで塞がれ、蜜窟の縁に熱く猛る肉茎を押し付けられる。

「今日も図書館に行って勉強をしてたんだろう？　その間に、男の視線を感じたりしなかったか？」

　ゆるゆると腰を振られて、屹立が秘裂の前庭をまんべんなく縦方向に擦り上げる。

「し、してません……」

「本当か？　気づいてるのに、気づかないふりをしてるんじゃないだろうね？　いずれにせよ、ちょっとでも隙を見せると、ロクでもない男に目をつけられないとも限らないぞ」

　蜜窟の入口に避妊具を着けた切っ先を押し付けられ、思わず甘い声が漏れた。

　挿入前のじれったさが、遥香の胸の先端を濃いピンク色に染め上げている。

「そんな事言うの、拓真さんだけです。誰も私の事をそんな目で見たりしませんって──」

「いや、傍から見てわからなくても、そういう目で見てる男は必ずいる。そんな奴に捕まって逃げられなくされた上に、セックスを強要されたらどうするんだ」

　拓真はそんなありそうもない事を言い、渋い顔をする。

「拓真さんったら、考えすぎです」

「たとえそうでも、用心に越したことはないだろう？　とにかく、今後は昼間俺がいないところで濡れるのは禁止だ」

「だから、濡れてませんってば──あ、ああんっ！」

　硬く勃起した先端が、秘裂をねっとりと撫で上げる。たちまち全身に火が点き、頭の中が淫らな想いでいっぱいになった。

　拓真はあんなふうに言うが、いったいどこの誰が平凡で特別美人でもない女をエロい目で見たりするだろう？

　拓真によるトータルボディメンテナンスで、かなり垢抜けたのは確かだが、まだまだ彼が心配するほどではなかった。

　現に、今に至るまで一度も男性に声を掛けられた経験がないし、合コンに行ってもカップルになったためしがない。

　それなのに、どうしてこうも的外れな心配をしてくるのだろうか？

（まさかとは思うけど、もしかしてヤキモチを焼いてるとか？）

　わけあってこうして身体を重ねている自分達だが、これはあくまでも「恋人ごっこ」の一環であり、ボディメンテナンスの一手段だ。

　冗談でもあり得ない想像をする自分が可笑しくて、遥香は小さく笑い声を漏らした。

　それをどう捉えたのか、拓真がいっそう眉間の縦皺を深くして遥香の唇に緩く噛みついてくる。

「遥香の心と身体を潤わせるのは俺の役目だ。遥香は俺とだけイチャついて、濡れまくっていればいい。遥香のここは、俺だけのものだ……。俺以外の男に挿れさせるなんて、ぜったいに許さない──」

　言い終えるなり腰を前に突き出され、蜜窟の中に屹立を一気にねじ込まれる。

　すでに濡れそぼっている隘路は嬉々としてそれを受け入れ、キュウキュウと締め上げて何度となく痙攣する。

「た……くまさ……あ、ああああっ！」

　叶う事のない想いではあるけれど、遥香は拓真に強く心惹かれている。

　彼を深く想っている今、言われなくても、ぜったいに彼以外の男性とこんなふうになったりしない。

　今だけの関係ではあるけれど、全身全霊をかけて彼を愛したい──。

　激しく腰を動かされ、遥香は必死になって拓真の身体にしがみついた。

　ほんのひと月前までは、これほど甘く淫靡な日々を送れるようになるとは夢にも思わずにいたのに……。

　遥香は拓真に身も心もほぐされるのを感じて、自分から彼にキスをねだり舌を絡みつかせるのだった。
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「もう、いろいろとダメすぎる……」

　高校の同窓会に出た帰り道、野の波なみ遥香は歩きながら深いため息をついた。

　やはり、行かなければよかった。元々友達は多くないし、一緒に出席するはずの親友が行けなくなった時点で欠席すべきだったのだ。

（もちろん、会費はちゃんと払う。そこだけきちんとしてたら、迷惑はかからなかっただろうし）

　それなのに、陽キャで押しの強い幹事に欠席すると言う勇気が出なかった。その結果、同窓会会場では空気と化し、聞こえてくるリア充達の楽しそうな惚気話にメンタルをやられ撃沈。

　予定されていた二時間を、ほぼ食べる事のみに集中し、同窓会終了の声を聞くなりダッシュで会場を後にした。

　そして今、ようやく解放されて一人ぼっちで煌びやかな都会の街中を歩いている。

　八月中旬の夜は蒸し暑く、少し歩いただけで肌が汗ばんでくる。それと裏腹に、遥香の心には冷たい風が吹きすさんでいた。

（あ～あ……みんな、幸せそうでいいな）

　高校卒業後は都内の短大に進学し、新卒で現在働いている「立たち花ばな税理士事務所」に就職した。今年の春に二十七歳の誕生日を迎え、幸いにも正社員として働けているし住む家もある。

　けれど、三年前に恋人にフラれて以来、ずっと彼氏なしのお一人様。仕事が忙しくて連日残業続きだし、休日は疲れ果てて自宅アパートにこもってばかりだ。

　このまま枯れるのはごめんだが、今の生活で新しい出会いなどあるはずもなく、恋愛しようにも相手を探す暇も気力もない。

　キラキラした人ばかりが目についた同窓会に、遥香のいる場所はなかった。完全なノックアウト状態になった今、もはや家路に急ぐ力すら残っていない。

「疲れた……」

　時刻は午後八時過ぎ。土曜日という事もあり、街は人で溢れかえっている。

　遥香は周りの邪魔にならないよう歩きながら道の端に寄り、ため息をつきながら足を止めた。

　ふと横を見ると、春色のコスメティックスが並ぶショーウィンドウに、くすんだ顔色の自分自身が映っている。

　一六〇センチ弱の身長に、五十二キロと体重は標準の範囲内だが、そのほとんどが下半身に偏っており、胸に至っては肩甲骨のでっぱりのほうが大きいのではないかというレベルだ。

　顔はと言えば、下膨れのおかめ顔。よく言えば、ちんまりとまとまった和風顔だが、パーツにこれといった特徴がなく、一度見ただけではまったくと言っていいほど印象に残らない。

　色白なのはいいが、メイクをしてもどこか野暮ったくて田舎臭いと言われる。

　色素の薄い髪の毛は多すぎる上に癖が強く、アイロンを当ててもすぐに爆発して鳥の巣のようになってしまう。

　その上剛毛で、油断するとバレッタの留め金が外れてしまうほど膨らむ。

　おかげでヘアスタイルはヘアピンを多用したまとめ髪オンリーで、自然と顔の輪郭が目立つ事になる。そのせいか、常にうつむきがちで、実際の性格よりも暗く見られがちだ。

　再びトボトボと歩き出し、通りすがりの窓をチラ見する。

　ラベンダー色のワンピースは、今日一緒に行くはずだった田た中なか夏か帆ほに借りたものだ。彼女の明るい笑顔にはぴったりの小花柄は、自分が着るとやけに野暮ったく見える。

（あ～あ……せめて髪の毛がサラサラのストレートヘアだったらよかったのに）

　ただでさえ落ち込んでいるのに、ショーウィンドウに映る自分自身がさらに追い打ちをかけてくる。

　これまでに幾種類ものヘアケア商品を試してきた。けれど、ここまで頑固な癖毛には、ほぼ効果なし。

　ストレートパーマをかけても三日と持たず、頼みの綱だった縮毛矯正に至っては期待外れとしか言いようがなかった。

（ウィッグでも買おうかな？　でも、それを買いに行く勇気がない……）

　一度、通信販売で買った事があるが、髪色が違いすぎて試着しただけでお蔵入りになった。

　いつか見た雑誌の記事では、人の見た目は七割以上髪型で決まると書いてあった。遥香自身、その説を信じているし、ショーウィンドウに映る自分がいい証拠だ。

　もともとコツコツ努力するのが得意な遥香だが、髪の毛に関してはどんなに頑張っても報われた経験がない。

　今日だって、いつも以上に時間をかけてヘアスタイルを整えたが、結局は代わり映えしない、ただのまとめ髪だ。

（美容院、新しいところを開拓したほうがいいのかな？　でも、どうせまた期待外れに終わるだけだよね）

　心身ともに疲れ切ったまま歩き進めているうちに、無性に喉が渇いてきた。

　それというのも、同窓会会場のドリンクコーナーの周りには陽キャグループが集まっており、遥香は結局一度しか飲み物を取りに行けなかったからだ。

（はぁ……。私って、つくづく損な性格してるよね）

　前に進みながら辺りを見回してみるも、あるのはオシャレな店の煌びやかなショーウィンドウばかりだ。

　仕方なく一か八か若干人通りが少ない横道に逸れてみたものの、入りやすそうなカフェなどなく、自動販売機ひとつ見当たらない。

（どうしよう……。諦めて駅まで歩く？　でも、もう喉がカラカラ）

　遥香は歩く足を止めて、うしろを振り返った。

　消極的で引っ込み思案な性格は生来のもので、今さら変えようがない。諦めてはいるが、たまにそれがどうしようもなく情けなく思える時がある。

　ちょうど、それが今だ──。

　喉を潤せる店なら、いくらでもあるのに、ただそこに入る勇気がないだけ。そんな自分に対して、どうしようもなく腹が立ってきた。

（よし！　ここから前に進んで五件目の飲食店に入る！）

　そうと決めて再び前を向いて歩き出し、縦に細長いビルの前で立ち止まった。レンガ造りの建物は二階建てで、隣はメンズブティックのようだ。

　板張りの外観を見ると昔ながらの喫茶店のようにも見えるが、窓がすりガラスになっており、中の様子がまったくと言っていいほどわからない。

　正直、ちょっと怖い気がする。

　けれど、そうすると決めたからには潔く入るべきだ。

　遥香は一瞬躊躇したものの、意を決して店の入口に進みドアを開けた。

　奥行きのあるカウンターの背後には、あらゆる種類の酒瓶が並び、テーブル席には洒落た格好の客が十数人いる。コンクリートの壁にはアールデコ調のランプが灯っており、どう見ても気軽に入れるような店ではない。

（これは、カフェバーってやつ？　それともバル？　少なくとも喫茶店じゃないよね）

　どう見ても自分にはそぐわないし、明らかに店のチョイスに失敗した！

　遥香は即断すると、店内に足を踏み入れる前に回れ右をしようとした。けれど、ちょうどうしろからやってきた人に行く手を阻まれ、前に進もうとするその人に押し出されるようにして店の中に入ってしまった。

「いらっしゃい。おっ？　今夜はめずらしく一人じゃないんだな」

　カウンターの中にいるバーテンダーが、遥香と背後にいる男性を見比べながら話しかけてきた。

　マズい！　勘違いされている！

　遥香はあわてて横にずれようとしたが、途端に髪の毛をグッと引っ張られたようになって身動きが取れなくなった。

「痛っ……」

　思わず小さく悲鳴を上げ、顔をしかめた。どうやらバレッタがどこかに引っかかっているようだが、どこがどうなっているのか判断のしようがない。

「じっとして。バレッタが俺のシャツのボタンに引っかかってる」

「あ……はい」

　背後から聞こえてきた声に従い、遥香はうしろに頭を預けるようにしてその場に立ち尽くした。男性との距離は、ほんの数センチしかない。一方、顔の位置からすると、おそらく彼との身長差は二十センチ以上あるだろう。

　遥香はうしろに倒れないようバランスを取りながら、棒立ちになった。ほどなくしてバレッタの引っかかりが解けて頭が自由になる。

「はい、取れた」

「ありがとうございます」

　ホッとしたのも束の間、そのまま背中に掌をあてがわれ、あれよあれよという間にカウンター席に誘導されてしまう。

（ちょっと……私、なんでこの人に連れていかれてるの？）

　立ち止まろうにも背中を押されているし、そもそも男性とこんなふうに接したことがないから、どう対処していいかわからない。

「い、いえ、私はもう帰りますから──」

「帰るっていっても、まだ座ってもなかっただろう？　ぶつかったお詫びに、おごるよ。席はここでいいかな？」

　断る暇もなく隣り合わせの席に座らされ、ようやく背中から彼の掌が離れた。

　遥香が戸惑っていると、さっき話しかけてきたバーテンダーが、二人の前に来て、カウンター越しに身を乗り出してくる。

「何飲む？　シャンパンベースのピーチ系カクテルなんかどうかな？」

　日に焼けた肌に口髭を蓄えたその人が、ニッと笑う。

　思わず固まって頬を引きつらせたところに、隣に座る男性がヒョイと顔を覗き込んできた。

「それにする？」

　目前に迫った切れ長の目が、三日月形に変わった。伸びやかな鼻筋に、形のいい唇。その人の顔は、びっくりするほど整っている上に、男性的な魅力に溢れている。動物に例えるなら、この上なくセクシーで獰猛な黒豹といった感じだ。

　遥香は彼と目があっただけですくみ上り、全身を強張らせた。

「えっ……で、でも──」

「遠慮しなくていいよ。春はる樹き、適当に摘まみも出してくれるか？」

　春樹と呼ばれたバーテンダーが「ＯＫ」と返事をして、カウンターの奥に歩いていく。

　遠慮してるんじゃなくて、なんだか怖い！

　二人とも紳士的ではあるが〝陽〟か〝陰〟かで分けると、絶対的に〝陽〟だ。

　特に、隣の男性に関してはスーツ姿ではあるが、どこか普通のサラリーマンではないような雰囲気がある。

　それに、たかだかぶつかったくらいでお酒をおごるなんて事があるだろうか？

（もしかして、酔わされたあげく、身ぐるみ剥がれるんじゃ……）

　恐ろしい想像が頭の中に広がり、遥香はいよいよどうしていいかわからなくなる。

　そうでなくても、何かしら犯罪に巻き込まれるのでは──。

　遥香が固まったままでいると、男性が可笑しそうに笑い声を上げた。

「大丈夫。俺もこの店も怖くないし、怪しくなんかないから」

　胸の内を見透かされ、遥香は恥じ入って恐縮する。

　よく見ると、店内にいる客は皆スタイリッシュで怪しさのかけらもなく、うっかり迷い込んだ自分のほうが場違いのようだ。

「す、すみません。こういうところって、慣れてなくて……」

　遥香が小さくなっていると、男性が胸ポケットから名刺を出してカウンターの上に置いた。

　黒地の紙面には、白い文字で「グラナドス・コーポレーション　代表取締役社長　早はや崎さき拓真」と記されている。

　個人名はさておき、社名には聞き覚えがあった。けれど、何の会社だったか……。思い出せないまま名刺を受け取り、今一度隣に座る美男の風貌を確認した。

　なるほど、早崎は黒いジャケットに白シャツといういで立ちで、ネクタイは締めていないものの社長の風格が感じられる。

　深みのあるダークブラウンの髪はきちんとスタイリングされており、カウンターに置かれた手の指先まで清潔感に溢れている。

「ところで、以前どこかで会わなかったかな？」

　早崎が遥香を見つめながら、ゆっくりと首を傾げた。

「ま、まさか！　会った事はないと思います」

　そんな超古典的なナンパの常套句を言われて、遥香はとっさに首を横に振って否定する。

　仕事をする上で男性と接する機会はあるが、プライベートでは一切男っ気がない遥香だ。

　ましてや、これほど容姿端麗なイケメンと縁があろうはずもない。

　遥香がきっぱりとそう言い切るも、彼はなおも首を傾げている。

（これほどのイケメンと、私なんかがどこでどう会うっていうの？）

　遥香は膝の上に乗せたバッグの中を掻きまわし、カードケースを探した。けれど、持参したはずのそれがどうしても見当たらない。

（あれっ……カードケースがない。私ったら、用意しておいて忘れちゃったのかな？）

　自宅を出る前に今日の必需品のひとつとしてテーブルの上に乗せていたし、中には遥香が勤務する「白井税理士事務所」の名刺が入っているはずなのだが……。

　同窓会の幹事から送られてきた名簿を見て、遥香は一応出席する人数分の名刺を用意した。けれど、結局は一枚も使わないまま同窓会は終わり、受け取った名刺もゼロ枚だ。

　今頃になってあるはずのカードケースがない事に気づいたのは、言うまでもなくそれを出す機会がなかったからだ。

「私、野波といいます。すみません、名刺……持って来ていたはずなのに、忘れてしまったみたいで──」

　遥香は、なおもバッグの中を探り、カードケースを探した。けれど、結局は見つからないまま顔を上げる。

「プライベートだし、俺が勝手に渡しただけだから気にしなくていいよ」

　彼はそう言いながらも、遥香の顔から片時も目を離さない。男性からこれほど見つめられた事がない遥香だ。

　下を向き、バッグに受け取った名刺をしまいながらも、恥ずかしさのせいで頬がどんどん熱くなっていった。

（どうしよう……変に思われてないかな？）

　名刺を受け取っておいて、忘れたという理由で渡さないだなんて、もしかすると意図的にそうしたと思われてないだろうか？

『この女、何を警戒してるんだ？　まさか本当に俺がナンパ目的で声を掛けたとか思ってないよな？』

　頭の中に、そんな台詞が思い浮かぶ。

　もし本当に早崎がそう思っていたとしたら──。

　遥香は熱くなった頬から一気に血の気が引くのを感じた。

「すみません」

　もう一度小さな声でそう言った時、カウンターの上に二人分のグラスが並んだ。

「おまちどおさま。ベリーニです」

　カウンターに置かれた縦長のグラスには、切り分けた桃が一切れ入っている。その周りを乳白色の細かな泡が立ち上っており、見るからに美味しそうなカクテルだ。

　早崎に促され、遥香はおずおずとグラスに手を伸ばした。

「ありがとうございます。じゃ、遠慮なくいただきます」

　ひと口飲むと、桃の香りと甘さが口いっぱいに広がる。

　喉が渇いていた事もあり、遥香はカクテルを一気飲みした。

「わ……美味しい！」

　遥香が感嘆の声を上げると、男性が自分のグラスを差し出してきた。

「喉が渇いているみたいだね。まだ口をつけてないから、よかったらこれも飲む？」

「え……いいんですか？」

　グラスはオシャレだが、入っている量は普段使っているマグカップの半分にも満たない。

　遥香は礼を言ってそれを受け取り、二杯目のカクテルを半分ほど飲んだ。

　その様子を見ていた早崎が、遥香に細長いカクテルフォークを手渡してくれた。

「桃、産地直送らしいよ。食べてみたら？」

「はい、ありがとうございます」

　遥香はフォークを受け取り、空になったグラスから桃をすくい取った。みずみずしい果肉は、ちょうどいい甘さだ。

「桃、美味しいです。このカクテル、ベリーニっていうんですね。はじめて飲みました」

「気に入ったなら、追加で頼もうか？」

　思わず頷いてしまい、すぐに図々しかったかと反省する。

　けれど、せっかく勇気を出してこんな店に入り、美味しいカクテルと出会えたのだ。

　おまけに、隣には稀に見るイケメンがいる。

　同窓会に出席したのは間違いなく失敗だった。けれど、欠席していたら早崎と隣り合わせでベリーニを飲む事などなかったはずだ。

　きっとこれは、同窓会を楽しめなかった自分に対する天からのプレゼントに違いない。

　ちょっとばかり気が大きくなった遥香は、グラスに残ったカクテルをグッと飲み干し、二切れ目の桃を齧った。

「この店に来るのは、はじめて？」

「はい。私、普段この辺りにはぜんぜん縁がないので、どこにどんな店があるのかわからなくて。……実は私、さっきまで高校の同窓会に出ていたんです。終わって駅に向かってる途中だったんですけど、すごく喉が渇いちゃって」

「なるほど。それでここに行きついたってわけか。同窓会では、あまり飲み食いはできなかったのかな？」

「参加している人の中では一番食べたんじゃないかってくらい食べました。でも、飲み物は一杯だけしか取りに行けなくて──」

　遥香は早崎に問われるままに、同窓会会場でいかに自分がアウェイな状況下にいたかを話した。

　すごく不思議だ。普通なら初対面の男性にプライベートな事を話したりしないし、ましてや彼はめったにお目にかかれないほど容姿端麗で見るからにモテそうな風貌をしている。

　けれど、超がつくほどの美男でありながら、早崎には人の心を容易に開かせてしまう話術と雰囲気があった。

（それにしても、かっこいい……。こんな人が彼氏だったら、どんなにいいだろう）

　遥香は自分の容姿をそっちのけで、そんな妄想に耽った。

　きっとアルコールの力もあるのだと思う。そうでなければ、こんな非日常的なシチュエーションから逃げ出さずにいられるはずがなかった。

「そう言えば、俺は同窓会には一度も出た事ないな」

「えっ、そうなんですか？　早崎さんなら会の中心になれそうなのに」

「同窓会も幹事がいないとできないからね。それに、案内が来たとしても行く気にはならないかな。いまだに仲がいい人とは個人的に会ってるし、顔も覚えていない同級生と会う必要性を感じない」

「私もそう思います」

　思いがけず意見が一致して、遥香は嬉しく思いながらもガックリと肩を落とした。

「やっぱり行かなければよかったです……。私、同窓会の幹事から送られてきた名簿を見て、事前に出席する人数分の名刺を用意してたんです。だけど、結局それを忘れてきてしまいました。しかも、それに気づいたのは、ついさっきで……なんでかわかりますか？　同窓会では、一度もそれを出す機会がなかったからです」

　遥香は、そう言いながら三杯目のカクテルをひと口飲んだ。ちょうどその時、後頭部でバレッタがパチンと外れる音が聞こえてきた。

　ピンで留めてはいたけれど、何せ癖が強く毛量が多い髪だ。

　留めるものがなくなった途端、本来のボリュームを取り戻して一気に縦横に広がってしまった。

「わっ……か、髪が……！」

　広がり切った髪の毛は、まるで使い古しの竹ぼうきのようだ。あわてて抑えるも、弾け飛んだバレッタが見当たらない。

　遥香はあたふたとバッグを開け、常備しているヘアゴムを探った。しかし、せっかく取り出したものの、焦るあまりうまくまとめる事ができない。

「や、やだっ……」

　焦れば焦るほど手際が悪くなり、見られたくないという気持ちが肩を縮こまらせる。しまいには、せっかく引っ張り出したヘアゴムを落してしまった。

　万事休すとばかりに両手で出来る限り髪の毛を押さえ込んでいると、ふいに伸びてきた早崎の指先が遥香の髪の毛を摘まんだ。

「ふーん……かなり強い癖毛だね。ちょっとこっちを向いてくれるかな？」

　言われるままに身体ごと早崎のほうに向き直ると、彼が摘まんだ髪の毛を見つめながら、グッと顔を近づけてくる。

　突然の急接近にたじろぎ、遥香の心臓がドクンと跳ね上がった。

「額の生え際に強いうねりがある」

　早崎が遥香の前髪を摘まみ、指ざわりを確かめるようなしぐさをする。

　それまで以上に距離が近づき、遥香は息を止めたまま身動きが取れなくなった。

「それに、かなり毛量があるね」

　もう片方の手で頭の側面を撫でられ、じっと顔を見つめられる。

　いよいよ平常心ではいられなくなり、遥香は目を大きく見開いたまま全身を硬直させた。

「ま、まとめるのも一苦労なんですっ。癖が強すぎてスタイリング剤をつけても上手くいかないし、ストレートパーマや縮毛矯正をかけてもすぐに取れちゃって……。昔からずっとこうで、子供の頃『綿あめ』ってあだ名をつけられた事もありました」

　黙っているのが気づまりで、遥香は聞かれもしないのに髪の毛に関する悩みを明かした。

「高校卒業後にはじめて縮毛矯正をかけた時なんか、まったくかからなかった上に髪の毛がゴワゴワになって、濡らすとワカメみたいにテロテロになるし、梳かすたびに山ほど切れ毛が出て、一時はどうなることかと思いました」

　話しながら、当時を思い出して辛い気持ちになる。

　遥香の表情が曇ったのを見て、早崎が気づかわしそうな顔でもう一度頭を撫でてくれた。

「それは明らかに縮毛矯正の施術ミスだな。当然、そのあとのメンテナンスはしてもらったんだろうね？」

「い……いいえ。一応、どんなふうになったか美容院に電話連絡はしました。その時に担当してもらった方から謝罪してもらいましたし、アフターケアと返金の申し出も受けたんですけど、結局行きませんでした」

　施術を頼んだのは、アプリで検索してヒットしたヘアサロンだった。もう名前は忘れてしまったが、チェーン店ではなく個人経営の中規模店だったと記憶している。

「担当してくれた人、男性だったんです。厳つい感じの人で全身黒ずくめの上に髪の毛がブルーでした。なんだか怖かったし、やってもらっている間もビクビクでした。電話口でものすごく謝られたんですけど、余計行きにくくなってしまって……」

　実際、施術中に話しかけられはしたものの、ろくに返事もできず会話が続かなかった。

　ビビりすぎて鏡越しに顔を見るのも憚られて、視線はずっと手元の雑誌に置いたままだったように思う。

「それ以来、美容院が苦手になって二年くらい行きませんでした。その間にいろいろなヘアケア商品を試したけど、効果ゼロでした。ヘアアイロンを使い過ぎて髪の毛は痛む一方だし、結局はまとめ髪にするしかなくって……」

　話している途中で、早崎の指がピタリと止まる。そして、何かしら考えるような表情を浮かべながら視線を遥香の顔に移した。

　つい調子に乗ってカクテルをお代わりして、必要以上にペラペラと喋り、情けない自分を自ら暴露してしまった。

　きっと早崎は、面倒な女に関わってしまったと思っている事だろう。喉は十分潤ったし、これ以上ここにいるべきではない。

（もう帰ろう）

　そう思うも、早崎は遥香の髪の毛を持ったまま離そうとしない。どうしたものかと困っていると、彼がどこからか取り出したヘアクリップで、あっという間にお団子ヘアを作ってくれた。

　その手際の良さに気を取られていると、早崎の手が遥香の顎に手を添えて軽く上向かせてくる。

「これでよし。ところで、それって、いつ頃の話かな？」

「四月でしたから、今からちょうど八年前になりますね」

　遥香がそう言った途端、早崎の顔色が変わった。彼は改めて遥香のほうに向き直ると、真剣な面持ちで再度口を開いた。

「野波さん。もしかして、君の下の名前は『遥香』じゃないか？」

「えっ……はい、そうですが──」

「やっぱり！」

　遥香が答えるなり、早崎が目を見開いて、ぱあっと顔を輝かせた。

　彼が前のめりの姿勢をとったせいで、それまで以上に二人の距離が近くなる。

　それにしても、見れば見るほど整った顔立ちをしている。

　早崎の華やかな笑顔を目前にして、遥香はたじろぎつつも彼の顔に見惚れた。

「よかった！　結局何もできないままで終わってしまったから、あの時以来、ずっと君の事が気にかかったままになっていたんだ。『野波』と聞いてまさかとは思ったんだが、やはり君だったんだな」

　遥香は、興奮気味に話す早崎の顔を、改めてじっと見つめた。そして、遥か昔の記憶をたぐり寄せながら、彼が言っている言葉の意味を考察する。

「あ、あの……もしかして、早崎さんが、あの時のブルーの髪の毛をした美容師さんだったとか？」

　遥香が言い終えるのを待って、早崎が大きく頷いてにっこりする。

「そうだ。俺が八年前に君を施術した美容師だよ」

「ええ～っ!?」

　遥香は口をあんぐりと開けて、早崎の顔に見入った。まさか、こんなところで当時の施術担当者と顔を合わせる事になるなんて……。

「でも、あの時の美容師さんは、ものすごくチャラそうだったし、面影が全然ありませんよ？」

「確かに、当時はチャラい格好をしてた。でも、間違いなく俺なんだよ」

　早崎が思い立ったようにスマートフォンを取り出し、画面をタップする。

「ほら。君の髪の毛をひどい状態にしたのは、こいつだろう？」

　見せられた画像は、確かに八年前に担当してくれた美容師だ。

　遥香は頷きながら、今一度早崎の顔に視線を戻した。見比べてみると、確かに同一人物に間違いない。

「チャラいなんて言って、ごめんなさい！」

　遥香が謝りつつも驚いて目を丸くしていると、早崎が深々と頭を下げて謝罪する。

「あの時は、本当に申し訳ない事をした。当時の俺は本当に未熟で、それなのに変に虚勢を張ってたし、自分の技術を過信していたんだ」

「ちょっ……頭を上げてください。もう昔の事ですし、返金とかすると言っていただいていたのに、行かなかったのは私ですから」

「いや、いずれにしても全面的に俺が悪い。君の事は、あれ以来一日たりとも忘れた事はなかった。それくらい、ずっと後悔していたんだ。それに、君があれ以後二年間も美容院に行けなかったと聞かされたからには、何としてでもお詫びをさせてもらわないと俺の気が済まない」

　遥香が何度となく辞退しても、早崎は一向に引き下がる気配を見せない。

「髪の毛に関しては、今後俺が君の専属スタイリストになって徹底的にケアをさせてほしい。俺は美容師のほかにボディメンテナンスに関する資格も複数持っている。髪のほかに悩みがあるなら何でも言ってくれ。徹底的にケアさせてもらうから」

　熱心な目で見つめられ、遥香はついに根負けした。そして、慢性的な肩こりに悩まされている事を明かした。

「ふむ……見たところ、左肩が少し下がってるね。肩だけじゃなく、身体全体のメンテナンスもしたほうがいいと思う。この際だから、髪の毛を含むトータルボディメンテナンスをするっていうのは、どうかな？　もちろん、費用なんかかからないし、君が納得いくまでケアさせてもらうよ」

　これほどのイケメンに全身のケアをしてもらうなんて、普通ではあり得ないことだ。しかも、彼は無料でやると言ってくれている。

　だが、たった一度の施術ミスの償いがそれでは、かえって申し訳なかった。

「さすがに、そこまでやってもらうわけには……」

「頼むから、やらせてくれ。遠慮なんかいらないし、これは俺のためでもあるんだ」

　早崎曰く、当時の失敗は彼の心にずっと残り続け、もはやトラウマ級になっているのだという。確かに、遥香にとってもそうであり、言ってみれば二人とも過去に囚われた状態で今まで生きてきたと言える。

　早崎は、きっと人一倍責任感の強い人なのだろう。そうであれば、彼の自責の念は相当強いものだと思われる。

「わかりました。でも、具体的にどうしたらいいんですか？」

「明日は日曜日だけど、仕事は休みかな？」

「はい、明日はお休みですけど」

「そうか。まだ早いし、もし時間があるならこれからうちの店に来ないか？　縮毛矯正を施術する前に、きちんと髪の毛の状態を知っておきたいし、必要なケアもしておきたいんだ。ついでに、軽く肩回りのマッサージもさせてもらうよ」

「こ、これからですか？　でも、今の時間帯はお店が混んでるんじゃ……。それに、早崎さんのお店って、私が普段行っている近所のこじんまりとした美容院とは違って、オシャレなところですよね？　なんだか緊張するというか、敷居が高いです」

　遥香がいつも通っている店は、自宅から徒歩五分の場所にある、ごく普通の美容院だ。

　いるのは五十代の女性店主だけで、施術してもらう時はいつもマンツーマン。ある程度世間話をしたあとは、出してもらった雑誌を見て終わるのを待つ感じだ。

　遥香はそう話して、自分がいかに早崎のような人がいるオシャレでスタイリッシュなヘアサロンにはそぐわないかを、アピールした。

　申し出はありがたいが、きっと周りの目が気になって小さくならざるを得なくなるだろうし、正直あまり気が進まない。

　けれど、早崎には遥香のそんな気持ちは通じなかったみたいだ。

「ＶＩＰとして特別ルームで個別対応させてもらうから、その点は心配いらない。そこは、店とは完全に隔離されているし、施術中は二人きりだ。ほかに誰もいないなら、気を使う必要はまったくないだろう？」

　にこやかな顔でそう言われて、ついうっかり頷いてしまった。

　しかし、早崎と二人きりになるなんて、そっちのほうがよっぽど緊張する！

　それに、何かと物騒な事件がある今の時代、八年前に一度会っただけの人を軽々しく信用してもいいものだろうか？

　もっとはっきり拒絶すればよかった！

　そう思う反面、これまで悩み続けていた癖毛から解放される上に、ボディメンテナンスまでしてもらえるなんて願ってもない事だと思ったりして……。

　遥香が逡巡していると、バッグの中からスマートフォンの着信音が聞こえてきた。画面を見ると、かけてきたのは夏帆だ。

「あ……ちょっとすみません」

　遥香は助かったとばかりに席を立ち、バッグとスマートフォンを持って店の外に出た。

　出入りする人達の邪魔にならないようドアの横に立ち、画面をタップする。

「もしもし、夏帆？」

『もしもし～。同窓会、もう終わったんでしょ？　どう、楽しめた？』

「ぜんぜん。その件についてはまた後日話すね。それよりも、ちょっと聞いてほしい事があるんだけど──」

　遥香は夏帆に早崎との出会いと再会に至るまでの話をかいつまんで話した。その上で、今から彼のお店のＶＩＰルームでヘアチェックとマッサージを提案された事を明かして、自分はどうすべきなのか助言してくれるよう頼んだ。

『ちょっと待って！　今、「グラナドス・コーポレーション」の早崎拓真って言ったよね？　それって、超有名店の「グラナドス」の経営者じゃない？』

「え？　──ああ、そっか！　だから、さっき名刺をもらった時、社名に聞き覚えがあると思ったんだ」

「グラナドス・コーポレーション」はヘアサロン「グラナドス」の親会社であり、店舗は日本国内はもとより海外にも進出している有名店だ。

　夏帆曰く、同社はヘアケア商品の販売や美容に関するプロデュース業務も行っており、代表取締役社長を務める早崎は、美容の世界では知らない者がいないほど有名な実業家でもあるらしい。

『今でこそ第一線を退いて経営側に回ってるけど、一時期カリスマ美容師兼トータルボディセラピストとしてメディアにもよく出てたじゃないの』

「そうなの？」

『そうなの？　じゃないわよ！　八年前はいざ知らず、あんたが今一緒にお酒を飲んでるのは、成功した美容家にして超一流のビジネスパーソンでもあるのよ。おまけに資産家！　その人に誘われて行かないなんて選択肢、ある？』

「でも、八年前に一度会っただけの人だし、二人きりで施術してもらうのは……。それに、イケメンすぎて怖いんだけど」

『早崎拓真がイケメンなのは知ってるし、私が独身なら、代わってあげたいくらい！　それに、二人きりになったとしても向こうは著名人だし、間違っても襲われたりしないだろうから安心しなさい』

「お、襲われるって……。別にそんな心配してないから！　でも、そんなすごい人と知ったら、余計行きにくいかも」

『まだグズグズ言ってんの？　遥香、ずっと癖毛で悩んできたでしょ？　早崎拓真に専属でメンテナンスしてもらえるなんて、これを逃したら二度とチャンスないよ。これもひとつの出会いだし、遥香ったらもうずいぶん男日照りの状態が続いてるでしょ？』

「お、男日照りって！」

『とにかく、せっかく再会したんだから行っておいでよ。きっと、一緒にいるだけで女性ホルモンが出まくるわよ。それだけでも行く価値あるし、今の枯れた状態から抜け出すきっかけになると思う』

　夏帆に説得され、遥香はだんだんとその気になってきた。確かに、このままだと女として花開く前に枯れ果ててしまいそうだ。

「わかったわよ。とりあえず行ってみる。じゃあ、またあとで電話するね」

　話し終えて、遥香はスマートフォンをバッグにしまった。

　そして、意を決したように拳を強く握り締める。

　もしかすると、これをきっかけに変われるかもしれない──。

　癖毛よ、さらば！

　そのついでに、これまでのパッとしない人生と決別することができたらどんなにいいだろう！

「よし、勇気を出して行ってみよう！」

　遥香はそう呟き、再度店に入るべくドアを振り返った。しかし、歩き出す前に、そこに立っていた早崎に軽くぶつかってしまう。

「わっ！　は、早崎さん!?　いつからそこに？」

「つい、さっきだよ。それはさておき、施術を受ける決心がついたみたいだね。じゃ、行こうか」

「え？　ちょっ……あのっ……」

「大丈夫、襲ったりしないから安心していいよ」

　早崎が驚いて固まっている遥香の肩を抱き、道を歩き出した。びっくりして顔を上げると、彼が満面の笑みを浮かべている。

　いきなり抱き寄せられるなんて、完全に予想外だ。こんなふうに男性と身体を触れさせながら歩くのはいつぶりだろう？

　遥香は目を見開いたまま顔を赤くした。

　今の早崎の発言からすると、夏帆との会話を聞かれてしまったに違いない。

（確か、男日照りとか言っちゃってたよね？　は、恥ずかしすぎる～！）

　ぜったいに心の中で笑っている。もしくは呆れられているか軽蔑されているかだ。

　そう思うと、赤くなった顔からサッと血の気が引く。遥香は赤くなったり青くなったりしながら早崎とともに歩き続け、表通りに出た。

　まだ人通りは多いままだし、道行く人は皆おしゃれな人ばかりだ。

　背も高く存在感がハンパない早崎は、歩くだけで華やかなオーラを撒き散らしている。

　すれ違いざまに何人もの人が早崎に視線を奪われ、カップルの女性は漏れなく隣にいる彼氏の存在を忘れているような顔をした。

　そして、その全員が遥香を見て、あからさまに訝しそうな表情を浮かべる。

（どうせ不釣り合いだって言いたいんでしょ。そんなの、私が一番わかってるし）

　自分のようなイマイチの女は、ハイセンスなこの街にはハマらない。

　極力目立ちたくないのに、早崎のとなりにいるだけで人目を引いてしまう。そのせいで、遥香はかなり居心地の悪い思いを強いられていた。

　さっきまでの勢いはどこへやら。

　いくらトラウマ級の過去を共有していても、自分と早崎ではレベルが違い過ぎる。

（やっぱり無理にでも帰ればよかった）

　いっその事、少し先に見えてきた地下鉄の入口にダッシュで逃げ込もうか──。

　そう思った時、早崎がふいに遥香の肩を引いて道沿いのビルの前で立ち止まった。

「ここがうちの会社の本社ビルだ」

　入口脇に地下駐車場に続くスペースがあるその建物は黒のタイル張りで、一階のショーウィンドウには「グラナドス」ブランドのヘアケア商品が展示されている。

　早崎に連れられてビルの中に入り、エレベーターに乗り込む。ガラス張りのエレベーターの中から、各階の様子が垣間見える。

　文字盤横の案内板によると、建物は十階建て。そのうち二階から五階までがヘアサロン「グラナドス」本店で、六階から八階までが事務所として使われているようだ。

　店舗がある階はまだ灯りが点いており、店内にはまだ人が残っている。

「もう遅いのに、お店ってまだ開いているんですか？」

「閉店後はスタッフが自主練習をしてるんだ。あまり無理をしないよう言ってあるんだけど、みんな仕事熱心な上に向上心がありすぎてね。そのほかに、日中どうしても時間が取れないＶＩＰ客の対応をする時もある」

「早崎さんも対応されるんですか？」

「ほんのたまにだけどね」

　美容業界の事はよくわからないが、やはりお客様あっての仕事だ。

　早崎曰く「グラナドス」本店には外国生まれの顧客も多く、彼を含めて数人のスタッフは数か国語を操れるらしい。

　遥香の頭の中に、高級車に乗ってお忍びでやって来る芸能人の姿が思い浮かぶ。

（きっとすごい人が来てるんだろうな……ってことは、私、これからその人達と同じような扱いをされるって事かな？）

　八階に到着すると、早崎が遥香の手を取ってエスコートしてくれた。

　フロアに出て、ブラウン系の大理石の床を歩く。照明は店舗がある階よりも光度が低く、落ち着いた雰囲気に包まれている。

　早崎に導かれ、分厚い木製のドアを経て広々とした個室に入った。中のインテリアは柔らかな飴色に統一されており、道路側の壁はパノラマ仕様の窓になっている。

　部屋の中央にはスタイリングチェアが一脚だけ置かれていて、一見しただけで、普段見かけるものとはグレードが違うのがわかった。

　その横にはリラクゼーション用と思しきベッドもあり、前方の壁はすべて鏡張りだ。

「この階には、ここのほかに個室が三部屋ある。ほかは今使っていないから、いるのは俺達だけだ。もしそうしたほうがいいなら、入口のドアは開けたままにできるし、その場合でも顧客としての君のプライバシーは守られる」

　イケてないけれど、遥香も一応若い女性だ。その点を配慮してくれたのをありがたく思いつつ、ここは彼のプロとしての立場を優先する。

「わかりました。ドアは閉めてもらって構いません」

「了解」

　入口ドアが閉まり、早崎に連れられて部屋の一画にあるカーテンで仕切られたスペースに向かう。

「まずは専用のガウンに着替えてもらえるかな？」

　カーテンの中はフィッティングルームのようになっており、壁には白いロングガウンが掛かっている。

　言われるままに中に入り、床に置かれたバスケットの中にバッグを置く。ガウンは肌触りがいいパイル地で、胸元に英字で「Ｇｒａｎａｄｏｓ」と刺繍されている。デザインはよくある前開きのもので、長さは膝がすっぽり隠れるくらいだ。

　その横の棚には、ボディトリートメントを受ける時につける使い捨てのペーパーランジェリーが置かれていた。上下ともダークブラウンのそれは、チューブトップ型のブラジャーとショーツに分かれている。

（えっと……これを着るんだよね？）

　遥香は記憶を探り、昔友達と行った旅行先のホテルでアロマオイルを使ってのエステティックを受けた時の事を思い出した。その時も同じようなペーパーランジェリーを着けたが、今手にしているもののほうが格段に肌触りがいい。

（なんだかドキドキしてきた……。あれだけイケメンなんだもの、誰だってこうなるよね）

　それにしても、落ち着かない。

　女性を男性が施術するのは特別な事ではないし、現に普段からエステやマッサージに行き慣れているその友達は、いつも男性に担当してもらっていると言っていた。

『大きな手で、しっかりと施術してもらいたいし、向こうはプロなんだから別に恥ずかしくなんかないわよ』

　友人はそう言っていたが、やはり異性に触れられるのには抵抗がある。

（男の人に施術されるのって、やっぱりちょっと恥ずかしいな……。相手が早崎さんだから、余計そう思っちゃうけど、友達が言ってたとおり変に意識せずにいたほうがいいよね）

　そもそも彼は自分の過去の失敗を精一杯償おうとして、遥香をここに連れて来てくれたのだ。エステ中は身体を極力タオルで隠してくれるはずだし、そもそも早崎ほどの人に対してあれこれと気を回すなんて失礼極まりない。

　ペーパーランジェリーは品質も良く、まるで締め付け感がなかった。

　郷に入っては郷に従え。遥香は、そそくさと洋服と下着を脱ぎ、着替えを済ませた。

　壁に据え付けてある鏡でざっと全身をチェックし、用意されていたふかふかのスリッパを履いてカーテンを開ける。

　すると、スタイリングチェアの横に立っていた早崎が、ゆっくりと近づいてきて遥香に手を差し伸べてきた。

「ようこそ、ＶＩＰルームへ」

　にこやかに微笑んでいる彼は、黒Ｔシャツに同色のコットンパンツの施術着に着替えている。

（なんだか、さっきまでとは雰囲気が違う感じ……）

　今の早崎からは、一流の美容家としての風格が感じられる。それでいて雰囲気は柔らかく、いかにも信頼できそうな感じだ。

（やっぱりプロは違うな。これなら安心して施術を受けられそう）

　遥香はようやく少し緊張を解いて、表情を緩めた。

「よろしくお願いします」

「こちらこそ、改めてよろしく」

　すぐ横に置かれた丸テーブルで、顧客登録用カードの記入を依頼される。若干震える手を押さえながら、生年月日や住所、勤務先などを書いて早崎に差し出す。

　それからすぐにスタイリングチェアに案内され、座面に腰を下ろした。

　そのままヘアチェックが始まると思いきや、早崎は遥香の正面に来て腰を折るようにしてまっすぐに顔を見つめてきた。

「かなり疲れているようだから、ヘアチェックの前にマッサージをしようか？　ここではエステティックサロンにあるようなサービスも提供できるから、好きなものをオーダーしてくれていいよ。もちろん、ヘッドスパもあるし、なんでも遠慮なく選んでくれ」

　手渡されたパンフレットを見ると、なるほどヘアケアだけでなくフェイシャルやボディエステはもちろん、ブライダルやエイジングケアのコースもある。

　そのほかにもスポーツ整体やアロマオイルトリートメントまで出来るようだ。

　これほど充実したメンテナンスが受けられるのも驚きだが、早崎はそれらの施術をすべて行える資格を持っているらしい。

「すごいですね。でも、いったいどれを選んだらいいのか……。あ、でもこの『ディープリラックス』と『アロマオイルリンパリリース』が気になります」

「そうか。ちょっとチェックさせてもらってもいいかな？」

　遥香が頷くと、早崎はベッド横のサイドテーブルからオイル入りの小瓶を取り上げた。

　蓋を開けると、辺りにベルガモットの香りが立つ。

　早崎が遥香の目の前で、手の中にたっぷりとオイルを注ぎ入れた。両手をすり合わせると、香りがいっそう広がっていく。

　深呼吸をする遥香の首筋に早崎の掌が触れた。滑りがよくなったせいもあってか、軽く揉まれるだけでも、かなり気持ちがいい。

　遥香が目を細めていると、早崎が少しだけ力を込めて肩をマッサージしてくれた。

「だいぶ身体を酷使しているみたいだね。税理士事務所の仕事はかなり忙しいのかな？」

　訊ねられるままに人手が足りていない職場の現状を話し、一番下っ端である上に断れない性格のせいですべての雑用をこなしている事を語った。

「なるほどね。だから、こんなに筋肉が硬くなってるんだな。少し触っただけでもよくわかるよ」

　背中の僧帽筋を緩く揉まれ、心地よさにため息が零れた。

「じゃあ、さっき気になると言っていたコースを試してみる？　あとは、身体の具合を見ながら必要なものをプラスしていく感じで」

「はい、お願いします！」

　ほんの少しマッサージしてもらっただけで、これほど心地よさを感じたのだ。コースで施術してもらったら、どんなに気持ちいいだろう！

　すでに早崎のテクニック施術に魅入られていた遥香は、気がつけば前のめりになって即答していた。

　スタイリングチェアから下りて、リラクゼーション用ベッドに移る。

　頭部が当たる部分に穴が開いているそれはリクライニング機能もついており、まるでウォーターベッドのように寝心地がよさそうだ。

「ＢＧＭはあったほうがいいかな？　明るさも調整できるけど、どうする？」

　遥香は少し迷ったあと、ゆったりとしたピアノ曲を流してもらい、少しだけ照明を落としてくれるよう頼んだ。

　部屋の中が明るい琥珀色に染まり、それまでよりもずっと落ち着いた雰囲気になる。

「じゃあ、早速施術させてもらうよ。ガウンを脱いで、ベッドの上に仰向けになって寝そべってくれるか？　何も心配はいらないから、できるだけリラックスして──」

　膝を折った拓真に、スリッパを脱がせてもらう。話しながら上目遣いで見つめられて、一瞬息ができなくなる。

　戸惑いつつもガウンの前を開くと、立ち上がった拓真が、すぐにバスタオルを掛けてくれた。ベッドに横になり、首から下をパーツごとにバスタオルですっぽりと覆われる。

　一連の動作はなめらかで、早崎のプロとしての技術力の高さが伺われた。新しく用意してくれたオイルからは、優しい植物系の香りがする。いつの間にそうされたのか、気がつけば髪をまとめていたはずのゴムやピンは、すでに外されていた。

「お酒を飲んだあとだから、少し緩めにしておこう。まずは、鎖骨から。次に、肩や背中をほぐしていく。何か要望があれば、その都度言ってくれていいし、眠っててくれてもいいよ」

　低く響く声が、耳に心地いい。

　新たに用意してくれたオイルは、優しい植物系の香りだ。彼の掌によって温められたオイルが、いっそう香り高くなって鼻孔をくすぐってくる。

　目の上にタオルを載せてもらうと、周りがまったく見えなくなったせいか、一瞬だけ全身に緊張が走った。

　けれど、すぐにリラックスして、軽く深呼吸をする。

（なんだか不思議……。こんなのはじめてだし、もっと緊張していいはずなのにな）

　ベッドの寝心地の良さと、心地いい音楽。それに加えて、ビジネスモードに入っている早崎のプロとしての落ち着いた雰囲気がそうさせているのかもしれない。

　全身を丁寧に扱われていると感じられるし、流れるような彼の所作を見ているだけで、期待が膨らんでいく。

「はじめるよ」

　上から声を掛けられ、「はい」と言って頷く。早崎の手が鎖骨に触れ、慣れた手つきで首からデコルテにかけてオイルを塗られる。その手つきが、びっくりするほどなめらかだ。

　続いて鎖骨下をプッシュされ、周りの筋肉をゆっくりとほぐしてもらう。

　使うのは掌だけではなく、手首から腕まで。そのあとは少し横を向いた状態で首のうしろを揉み込まれ、肩甲骨を下から緩く押し上げるようにマッサージしてもらった。

（うわぁ……気持ちいい～！　極楽～！）

　力は決して強くはない。早崎の施術はゆったりとして穏やかな波のようで、ほんの少し力を入れられただけで筋肉がほぐれていく。

　なおかつ、身体の深い部分まで心地よさが浸透して、溜まっていた疲労が抜け落ちていくみたいだった。

「んっ……う～ん……」

　気持ちよさのあまり、思わず声が出てしまった。遥香が気にするそぶりを見せると、早崎がマッサージをする手を少しだけ緩めた。

「声なら遠慮なく出してくれていいよ。それだけ気持ちがいいって事だし、わかりやすくてかえって助かるよ」

　そう言われながら上腕を揉みほぐされ、また少しだけ声が漏れた。

「それにしても、肩甲骨や胸筋がかなり凝り固まってるな。普段、どれだけ酷使しているんだ？　これじゃあ、普通に生活しているだけでも相当きついはずだ」

「確かに、いつも肩のあたりが痛いです」

「これだけ筋肉が固まっていると、呼吸も浅くなって健康にもよくない。仕事を押し付けられていると言っていたし、ストレスもハンパなく溜まっていそうだな。可哀想に……」

　思えば、ここ何週間も残業続きで、身体だけではなく心も疲れ切っていた。その上、行きたくもない同窓会に出席し、私生活でもストレスを積み上げてしまっている。

　そんな状況に陥っている時に優しくされたせいか、急に目頭が熱くなってきた。

「疲れすぎて、休みの日だけじゃ体力を回復できてないんじゃないか？　自分のために使う時間もろくに取れてないし、気がつけば一日が終わってた──もしかして、そんな感じなのかな？　身体が、そう訴えてるよ。そこまで頑張るなんて、君は真面目な人なんだね」

　まさにそのとおりの事を言い当てられ、図らずも涙が込み上げてきた。

「ふ……」

　唇を噛みしめて堪えようとしたが、溢れ出る涙を止める事はできなかった。

　目元を隠すタオルのおかげでこめかみを濡らさずにすんだが、小さな嗚咽は隠しきれなかったみたいだ。

「どうした？　どこか痛いか？　それとも、施術を止めてほしいとか──」

「違います！　そうじゃなくて……。普段こんなふうに優しい言葉をかけてもらう事がないから、なんだか泣けてきてしまって……」

「そうか。よければもっと話してみないか？　仕事でもプライベートでも、何でもいい。溜まっているものがあるなら、吐き出したほうがすっきりするよ」

　小さくしゃくり上げる遥香の腕を、早崎がゆっくりと押し上げる様に揉みほぐす。彼の掌は大きく温かで、触れられているだけで心がほぐれていくみたいだ。

「私、昔から消極的で自主性がないんです。押しに弱いし、強く言われるとイヤだって言えなくて。だから、職場ではいいようにこき使われて、毎日残業をしなくちゃ仕事が追いつかないんです」

　今は一事務員だが、遥香だって将来的には税理士の資格を取りたいと思っている。

　けれど、帰宅しても心身ともに疲弊しているせいで、資格取得のための勉強も手につかない状態が続いていた。

「それじゃダメだってわかってるのに、つい相手の意見を優先させて自分を後回しにしちゃって。それで辛い思いをしても、我慢して平気なふりをしちゃうんです。こんなんだから、恋人ができても、いつの間にか都合のいい女になってフラれてばかりで……」

　目元のタオルをそっとのけられ、斜め上にいる早崎と目が合う。彼の右手が遥香の額の生え際に触れ、まるであやすように頭を撫でてくれた。

「続けて」

　優しく促されて、気持ちがどんどんほぐれていく。ちゃんと聞いてもらっている嬉しさもあって、遥香は思いつくままに自分の心の中を探った。

「恋をしても辛い思いをするだけなら、もう恋愛なんてしたくない。だけど、せめて身体だけでも潤いたい。気持ちなんかなくていいし、恋人ごっこでもいいんです。たまに会ってイチャイチャして、自分が女なんだって感じたい……そんなふうに思っちゃって」

　それは、日々の生活に追われ過ぎて、自分でもはっきりとは気づいていない隠れた願望だった。むろん、だからといって何かアクションを起こすわけでもなく、ただ悶々と気持ちを燻らせているだけだ。

　ゆったりとしたリズムで頭皮をマッサージされて、遥香は泣き言を言いながらも夢心地になってしまう。早崎の指使いは絶妙で、頭を揉み解されていても、その心地よさは全身に及んでいる。

「イチャイチャ、っていうのは、具体的に言えばキスやセックスを指すのかな？」

　耳元で囁くようにそう問われて、遥香は無意識に首を縦に振った。

　それからすぐに、ハッとしていつの間にか閉じていた目を見開く。その途端、こちらを見下ろしている早崎と正面から目が合う。

（私ったら、なんて事を！）

　マッサージの心地よさに、つい自分の内面をさらけ出すような事まで話してしまった。

　いくら吐き出すよう言われたからといって、ここまで赤裸々に話すなんてどうかしてる！

　けれど、今さら言った事を帳消しにできないし、あれほどはっきり言ったのだから誤魔化しようもない。

　遥香は居たたまれなくなり、うつむいて早崎から視線をそらした。

「変な事を言って、すみません」

　そっぽを向く遥香の耳元の髪の毛を、早崎の指がそっと払いのける。

「どうして謝るんだ？　別に変じゃないし、ごく当たり前の感情だと思うよ」

「でも、こんなふうに考えるの、おかしいですよね？」

「ぜんぜんおかしくない。誰だってどうしようもなく人恋しくなる時はあるし、それはまぎれもない君の本音だろう？」

　遥香は微かに頷き、改めて自分の中に潜む疼きを自覚せざるを得なくなる。

「時々たまらなく寂しくなるんです。だけど、出会いなんかないし、仮にあっても私が誰かに求められることなんかないってわかってるんです。そんな自分が心底なさけなくて。でも、やっぱり人恋しくてどうしようもない時があって──」

　言い訳したつもりが、ますます墓穴を掘るような事を言ってしまった。

　いっそ、このまま消えてしまいたい──。

　遥香がそう思った時、うつむいた顎をそっと引き寄せられて頬に触れるだけのキスをされた。

（えっ……？）

　いったい何が起こったのだろう？

　予想だにしなかった展開を理解できずにいると、早崎が唇を離して正面から視線を合わせてきた。

「今言った『恋人ごっこ』の相手、俺に立候補させてくれないかな？」

「は、早崎さんが……私と『恋人ごっこ』を？」

「そうだ。君の望みどおりにイチャイチャして、自分が女なんだって感じさせてあげたいんだ」

「イチャイチャ……それって、つまり──」

　遥香が口ごもると、早崎がその先を引き継いでくれた。

「もちろん、実際の恋人同様にキスをしたりセックスをしたりするって事だ。そうでなきゃ、潤えないだろう？」

「き、きす……、せっ……せ……くす……」

　遥香はオウム返しにそう呟き、ごくりとつばを飲み込んだ。

　まさか、こんな展開になるなんて……。

　事実は小説よりも奇なり。まるでハプニング満載の恋愛ドラマみたいだ。

　そんな事が現実に自分に起こるなんて、信じられない。

　けれど、今現にこの上なくセクシーなイケメンが目の前にいる。

「そう、セックス。君のトータルボディメンテナンスをさせてもらうわけだし、セックスはある意味一番ディープなアプローチができる施術だ。俺とのセックスで外側だけじゃなく内側からも働きかけて、心身ともに潤いを取り戻すんだ。どう？　俺じゃ力不足かな？」

　早崎の口から具体的な言葉を聞かされ、遥香は動揺するあまり口をパクパクさせた。

　本来なら、即断るべきだ。

「恋人ごっこ」なんて、破廉恥極まりない。

　こんな話をするべきじゃないし、セックスは本当に想い合っている者同士がすべき行為だ。

　頭ではそうとわかっているけれど、早崎にはそんな道徳的な考えを吹き飛ばしてしまうほど圧倒的なオーラがある。

　彼になら、自分のすべてを任せてもいい──。

　そんな衝動に駆られて、遥香は大きく首を横に振った。

「力不足だなんて、そんなわけないです！　現に、今だってちょっとマッサージしてもらっただけで気持ちよくて声が漏れちゃったし。早崎さんくらいかっこいい人と『恋人ごっこ』できるなんて夢みたいですっ」

　焦るあまり、ついペラペラとまくし立ててしまった。

　もしかして冗談だったらどうしよう？

　そんな心配が頭をもたげた時、早崎がにっこりと微笑んで遥香の頬を掌で包み込んだ。

「じゃあ、決まりだね。もともとボディメンテナンスは施術する側とされる側の親密度が高いほど効果が出やすいんだ。快楽を共有すれば、当然心身ともに距離が縮まる。メンタルにもいい影響が出ると思うし、見えてくる世界も違ってくる。やるからには、俺がそうなるよう君を導いてあげるよ」

　早崎の顔に、親しみを感じさせる笑顔が浮かんだ。それを見て、遥香も同じように、にっこりする。

　さすが超一流の美容家にして実業家だ。早崎は遥香が知る人の中で、一番人を和ませるのに長けているみたいだ。

「でも、早崎さんには恋人とかいるんじゃないですか？」

「いや、いない。いたら、さすがにこんな申し出はしないよ」

「そ、そうですよね。すみません……」

　うっかり、とんでもない失言をしてしまった。今の聞き方は、彼の事を恋人がいても平気でほかの女性と関係を持ちかねない男だと言っているようなものだ。

「謝らなくてもいいよ。つき合ってはいけない３Ｂとか、いまだに言われてるしね。今はそうでもないけど、俺も現役だった頃はもっと見た目が派手だったし、今だってそう思われても仕方ないかもしれないな」

　確かに、早崎は一見して派手で華やかな印象を与える。

　それでいて凛として雄々しい雰囲気もあり、ゴージャスでスタイリッシュなオーラに包まれている感じだ。

　顔立ちが整っているから余計そう見えるし、髪型や洋服を変えれば、いろいろな意味でもっと近寄りがたい感じになるだろう。

「そ、そんなことないです！　私が恋人がいるかどうか聞いたのは、もし彼女がいたら悪いなって……。別に、早崎さんが遊び人だとか思って言ったわけじゃなくて……」

「大丈夫。君の言いたい事はわかってるし、気にしなくていいよ。じゃあ、改めて僕が相手をさせてもらうって事でいいかな？」

　あわてる遥香を見て、早崎が朗らかに笑った。

　その笑顔が一瞬少年のように見えて、そのギャップにうっかり胸がときめいてしまう。

「はい、よろしくお願いします！」

「了解。じゃあ、これから俺達は恋人同士だ。そうと決まったら、お互いに下の名前で呼び合うって事にしないか？」

　気軽な感じで提案されて、遥香は即座に賛同する。

「はいっ！　それでいいと思います」

「いい返事だね、遥香。じゃあ、試しに拓真って呼んでみてくれるかな？」

　親指で唇の縁をなぞられ、一気に頭に血が上った。

「た……拓真さん」

「〝さん〟は、なし。呼び捨てで呼んでみて」

「え？　そんな……いきなりは呼びにくいです」

「ふむ……仕方ないな。じゃあ、慣れたら呼び捨てで呼んでくれ。いいね？」

「はいっ」

　拓真が目を細めてニッと笑った。ついさっきまでは、セクシーなオーラをだだ漏れさせているだけだった。けれど、今はもうフルパワーで遥香の心を鷲掴みにしようとしている。

　これほど魅力的な男性を相手に、自分ごときがまともに「恋人ごっこ」などできるだろうか？

　遥香は今になって怖気づいて身震いをした。

「どうした……震えてるね。俺が怖い？」

「い、いいえ。武者震い……です」

「ふっ……遥香は面白いな。そういうところ、すごく可愛いよ。大丈夫、俺は遥香を怖がらせたりしない。どこまでも優しくするし、遥香がしてほしい事なら何でもする。もし今すぐに潤いたいなら、そうしてあげられるけど……どうする？」

　指先で唇の縁をそっとめくられ、背中に熱い戦慄が走る。

　早々に甘すぎるボディタッチをされて、横になりながらも腰が抜けそうになった。

　八年ぶりにまさかの再会を果たし、なぜか今こうして裸同然の格好をしてベッドに横たわっている。

　普通ではあり得ない展開だが、もうこうなったら後戻りはできない。それに、彼以上に「恋人ごっこ」をするのに理想的な男性などいるはずもなかった。

「う……潤いたい。今すぐに、潤いたいです」

　言いながらも、遥香は戸惑いを隠せない。それを感じ取ったのか、拓真が宥めるように額をそっと撫でてくれた。

「わかった。はじめは様子を見ながらゆっくりと、進めていこうか。まずは、軽くマッサージをしながら心と身体の緊張をほぐして、準備ができ次第、次の段階に進むって事でいいかな？」

「はいっ……」

　次の段階とは？

　その意味を考えて、遥香は密かに耳朶を熱くする。

「じゃあ、はじめようか」

　拓真がＴシャツを脱ぎ、スタイリングチェアの上に置いた。洋服の上からではよくわからなかったが、彼は思いのほか筋肉質で見惚れるほど均整の取れた身体つきをしている。

（すごっ……かっこよすぎる～！）

　まるで秀逸な彫刻を見るような彼の上体を見て、遥香は胸が激しくときめくのを感じた。

　そんな自分を諫めるも、もはや身体のあちこちが熱く火照り始めている。

「止めてほしかったらすぐにそう言ってくれ。事前に言っておくけど、俺は一度始めたら自分から止めるつもりはない。だから、遥香が止めてって言わない限りは、続けるからそのつもりで」

　耳のすぐそばでそう囁かれ、身体に宿る熱がさらに高くなる。

　きっとそう言ってくれたのは、こちらを気遣ってくれたからだ。

（だって、失敗のトラウマがなければ、拓真さんほどの人が私レベルの女と「恋人ごっこ」なんかするはずないもの）

　拓真は遥香を過去のトラウマから解放し、誠心誠意償おうとしてくれている。

　遥香だって、いつまでも過去に囚われていたくない。

　こうなったら、なるようになれ、だ。

　たとえどんな結果になろうと、拓真ほどゴージャスな男性とこれほど密接なかかわりを持てるチャンスを逃がすわけにはいかなかった。

　もちろん、そう思うのは少なからず彼に対して特別な気持ちを抱いているからだ。再会して、すぐにこんなふうになるなんて……。

　我ながら簡単な女だと思う。けれど、拓真ほど素敵な男性にこれほど優しい対応をされたら、心が動くのは仕方のない事ではないだろうか？

　拓真が再び遥香の肩に手を置き、ゆっくりとマッサージを始めた。それが済むと、右手で左肩を抱き寄せるようにして背中に圧を掛けてもらう。

「あっ……」

　押されて気持ちいい場所に振動を加えられ、反射的に身体が跳ねて胸元のバスタオルが下にずれた。チューブトップの胸元があらわになり、そのまま仰向けに寝かせられる。

「恋人同士なら、バスタオルはもうぜんぶとってもいいかな？　そのほうが施術しやすいし、リラックスできると思うよ」

　訊ねられて、頷いて同意する。一枚ずつ取り去られていくバスタオルが、スタイリングチェアの背もたれに積み重なっていく。

　もはや身体を隠すのはペーパーランジェリーだけ。けれど、それすらも注ぎ足されるオイルのせいで、すっかり濡れそぼってしまっている。

　この上なくエロティックで非日常すぎるシチュエーションだ。胸の高鳴りがハンパないし、ＢＧＭがなければ自分の鼓動が聞こえてきそうだった。

　ベッドの横に立つ拓真が、遥香の手を取って二の腕から指先までを丁寧に揉みほぐしはじめる。

　動くたびに腕や胸の筋肉が盛り上がり、遥香は彼の身体から目が離せなくなってしまう。

（なんて素敵なの……。まるで彫刻みたいに綺麗……。私、こんな素敵な人とセックスするの？　このまま止めなかったら、本当に拓真さんとシちゃうんだよね？）

　そう考えただけで身体のあちこちに熱が宿り、もう何年も忘れたままだった性的な欲求がムクムクと湧き起ってきた。

　そんな自分をはしたないと思うも、期待で胸が膨らむのを抑えることができない。

「ついでにペーパーランジェリーも取ろうか？　もし恥ずかしいようなら、フェイスタオルを掛けてもいいし」

　じっと見つめられながらそう言われて、遥香は素直に「はい」と答えた。拓真に上体を抱き起こされ、背中の結び目を解かれる。さすがに恥ずかしくて胸の前で腕を交差させていると、彼の指がショーツの腰ひもにかかった。

　フェイスタオルは少し手を伸ばさないと届かない距離に置かれており、今腰ひもを解かれると隠すものがない状態で全裸になってしまう。

　遥香が拓真を見ると、彼が問いかけるような目で見つめてきた。そして、遥香の唇に甘やかなキスをしながら、左右の腰ひもを解いてしまった。

「大丈夫だ。俺も遥香と同じになるから。それなら、もうフェイスタオルもいらないだろう？」

　返事をする間もなくキスで唇を塞がれ、口の中を拓真の舌でいっぱいにされる。彼はキスを続けたまま下を脱ぎ、スタイリングチェアの座面に向かってそれを放り投げた。

　見て確かめる事はできないけれど、彼が今全裸なのは間違いない。

　もう二人とも何ひとつ身につけていないし、隠すものもなかった。

「安心して。遥香が嫌がる事はぜったいにしないって誓うし、遥香を全力で潤してあげるから安心していいよ」

「ん、っ……ふ……」

　再び唇にキスをされ、両手を頭上に上げるよう導かれる。胸があらわになると同時に、身体がグッと盾に伸びた。

　拓真に裸を見られている──。

　それがとてつもなく恥ずかしいのに、同時に彼と二人きりでこうしていられるのがたまらなく嬉しかった。

「綺麗だね。肌がとてもきめ細やかで、色も白い。胸の形がとても綺麗だし、すごく煽情的だ。そう言われない？」

　拓真が遥香の乳房を見つめながら、唇の縁を舐めた。

　遥香の胸は、寄せ集めてもせいぜいＢカップくらいの大きさしかない。元カレ達は皆それを不満に思っていたようだし、褒められた事など一度もなかった。

「い、言われた事ありませんっ……。あ、……あっ、あぁっ……」

　拓真の掌で温まったオイルが彼の指先から乳房の上に伝い下り、乳嘴をピンポイントで刺激してくる。

　もう声を抑える事ができなくなり、遥香は身をくねらせて喘いだ。

「すごく気持ちよさそうな顔をしてるね。これからもっと気持ちよくしてあげるから、声、我慢しなくていいよ」

「ひぁっ……！」

　拓真が遥香の胸の周りを両手で撫でるように揉み込む。ゆっくりと円を描くようにマッサージされて、全身に熱い戦慄が駆け巡る。

　繰り返しそこをほぐされたあと、乳房全体を彼の手の中に包み込まれた。乳嘴がピンと尖り、揉み込まれるたびにそこが硬くしこる。

　じっくりと圧を掛けながら揉み込まれて、胸筋がゆるゆるになったのがわかった。

　今の施術が効果的なのは間違いないし、拓真が確かな技術を持った施術者であるのは疑う余地がない。

　けれど、そう理解すると同時に、身体が彼からのボディタッチを性的な愛撫だと解釈し、花芽が知らぬ間にパンパンに腫れ上がった。

　遥香は自分達がこうしている経緯を思い出し、冷静になろうとする。

　けれど、もはや考える余裕すらなくなっており、意識は与えられる刺激にのみ集中していた。

（しっかりして、遥香！　これは今だけの「恋人ごっこ」だって事を忘れちゃダメ！）

　遥香は荒い息を吐はきながら、自分にきつく言い聞かせた。そう思うも、拓真の掌が乳嘴をかすめるたびに声が漏れそうになる。

「もっと先にすすんでも、いいかな？」

　頷くと同時に唇にキスをされ、舌先で閉じた歯列をそっとこじ開けられた。熱い舌で口の中をまさぐられ、全身の肌が粟立つ。

　キスもボディタッチも、もう何年もご無沙汰だったし、これほど甘く官能的な時を過ごすのははじめてだった。

　本当の恋人ではなくても、拓真とキスを重ねるごとに、淫らな気持ちが高まっていく。

　だんだんと息が荒くなり、自分でもわかるほど身体が熱く火照ってくる。

　今までに経験した事もないほど淫らな気持ちになった遥香は、自分でも意識しないまま淫欲に囚われてしまっていた。

　何もかもわすれて快楽を貪りたい。拓真ともっとたくさんキスをしたいし、彼に抱かれたくてたまらない。

　乳房を揉んでいた拓真の手が、下腹におりて両方の太ももを軽く撫でさすった。

　鼠径部に緩く圧を加えられ、リンパを流すようにマッサージをされる。

　途端に秘部がジィンと熱くなり、そこがしっとりと濡れ始めるのがわかった。

　恥ずかしさに膝をすり合わせると同時に、脚の間で微かに水音が立つ。

　ほんの一瞬だったけれど、きっと拓真に聞かれたに違いない。

　そう思いながら身を捩ると、思いがけず自分から拓真の手に秘部を押し付ける事になってしまった。

「あ……ご、ごめんなさ……ぁ、んっ！」

　あわてて元の位置に戻ろうとするも、彼の手が一緒について来てしまう。

「遥香のここ、よく見せてくれるかな？」

　遥香の秘所に顔を近づけると、拓真が指で花房を左右に押し広げた。愛液にまみれたそこが花開いたようになり、恥ずかしい部分がすべて彼の目前に晒される。

「やっ……は、はずか……し……」

　そんなところを見られているという事実が、遥香の全身をふるふると震わせる。

　秘裂を見つめる拓真の目が細くなり、口元に薄っすらと笑みが浮かんだ。

「遥香のここは、綺麗なピンク色をしてるね。形は慎ましい……だけど、たまらなく淫靡だ」

　拓真が指の腹で秘裂をタップすると、ピチャピチャという淫らな音が立った。

　彼の指が秘裂の中を蛇行し、花芽の突端を挟むようにして止まった。そこをそっと擦られ、奥に潜む花芯が勃起するのがわかる。

　痺れるほどの快楽に身を震わせていると、拓真が両方の乳房に吸い付いてきた。オイルと唾液でぬめる乳嘴を何度となく舌で嬲られ、背中と腰がベッドから浮き上がった。

「あっ……ふぁあぁっ！」

　遥香に魅力がなかったせいか、元カレ達とセックスをした時は、ほとんど前戯なんかなかった。さすがに付き合い始めてしばらくは、いくぶん丁寧に扱ってくれたが、胸に関しては貧乳のせいか愛撫された記憶がない。

　いや、胸だけではなく、彼等が興味を持つのは挿入する部分だけだった。

　ただ挿れて、終わり。

　それなのに、今はまるで違う。

　ただ胸を弄られているだけなのに、ものすごく感じる。

　そこに火が点いたみたいに熱く感じるし、それが身体のあちこちに飛び火して、もうじっとしていられなくなる。

　遥香は恍惚となって背中をしならせて悶えた。

「あんっ！　そ、そんなに強く吸っちゃ……ぃやあんっ……あ、あっ！」

　遥香が掠れた嬌声を上げると、拓真が乳嘴への愛撫を止めて下から顔を見上げてきた。

　彼の緩く閉じた唇の間で、乳嘴が唾液まみれになってツンと尖っている。

「可愛い声だね。もうそろそろ挿れてほしくなった？　もしそうなら、今すぐに挿れてあげられるけど、どうする？」

「ちょっ……ちょっとだけ、待ってください」

　蚊の鳴くような声でそう頼むと、拓真がゆったりと微笑んで頷いてくれた。

　本当はすぐにでも挿れてほしい。

　けれど、長い間ご無沙汰だったせいか、気持ちにストップがかかってしまったみたいだ。それを見透かした様子の拓真が、ほんの少し首を傾げた。

「もちろん、いいよ。もしかして、セックスは久しぶり？」

　優しく訊ねられ、素直に頷くと同時に、恥ずかしさで顔全体が熱くなった。

「……はい、もう何年もしてません」

「そうか。じゃあ、今日はとりあえずマッサージだけにしたほうがいいかな？　ちなみに、その間に性的な欲求を感じなかった？　つまり、エッチな気分になってムラムラしたりしなかったのかな？」

　枯れてはいた。

　けれど、時折性的欲求を感じる事はあったし、そういう時はことさら恋人がいない寂しさに打ちひしがれたものだ。

「たまに、感じてました」

「そういう時は、どうしてた？　自分で慰めたりしてたのかな？」

「そ、そんな事……」

「してなかった？　適度なマスターベーションはストレス解消にもなるし、血行が良くなって美容にもいいと言われている。別に悪い事じゃないし、知り合いにそれ専用のグッズを開発して販売してる人がいる。カタログがあるから、あとで見せてあげてもいいよ」

　話が思わぬほうに向かい、遥香は頬を熱く火照らせて息を荒くした。

　胸が上下し、身体中にある突端がジンジンする。

　無意識に唇を舐めると、その舌先に拓真がチュッとキスをしてきた。

「でも、今は俺がいる。もし今度そうなったら、遠慮なくそう言ってくれ。すぐに駆けつけて、遥香がトロトロになるまで満足させてあげるから」

　そんな事を言われて、身体ばかりか心まで濡れそぼった。

　遥香は羞恥にまみれながらも、思っている事を口にした。

「マッサージだけで終わるなんて嫌です。その先の事もしてほしい……。でも、いきなりだとちょっと怖いから、少しずつ進めてもらえると助かります」

　言い終わるなり、まるで走ったあとのように息が上がった。

　明らかに性的な興奮状態にある自分を持て余し、遥香は唇を噛んで両足をモジモジさせる。

「それなら、とりあえずマッサージを続けながら、指を挿れてみようか。もちろん、無理な事はしないし、遥香のペースに合わせるから安心していいよ」

「はい」

　遥香が頷くと、拓真がにっこりと微笑みながら遥香の乳房に唇を寄せた。いつもならふっくらと膨らんでいるだけの乳暈が、いつになく色濃く盛り上がっている。

「遥香の胸、すごくいいな……。見れば見るほど俺好みだ」

　拓真が遥香と視線を合わせながら舌なめずりをする。そんな仕草を見せつけられ、余計セクシャルな気分になった。

「ほんとですか？　小さいし、子供みたいな胸なのに？」

「大きさの好みは人それぞれだし、肝心なのは誰の胸か、だ。遥香のおっぱいは感度もいいし、大きさなんて関係なく大好きだよ。見てるだけで、むしゃぶりつきたくなる」

「お、おっぱい？　──ひぁっ！　あ、あっあっあああんっ！」

　先端をチュッと吸われたかと思ったら、乳嘴を舌で弾くように連打された。

　いやらしい舌遣いで乳嘴を愛撫されているところを見て、遥香は我もなく嬌声を上げる。

　胸だけでこんなに感じるなんて、知らなかった。ましてや、「おっぱい」だなんて、日頃聞く機会がない言い方をされて、聴覚までも濡らされた気分になる。

「そう、おっぱいだ。俺にとって、これほどセクシーで魅力的なおっぱいはないよ」

「セ、セクシーって……あんっ！」

　そこまで褒められて、遥香は胸の高鳴りを抑えきれなくなる。

　ずっと引け目に感じていたそこが、内側からじんわりと熱くなってふんわりとほぐれていく。

　ペチャペチャと小さな音を立てながら乳房を愛撫され、あまりの気持ちよさに涙目になり、踵でベッドのマットレスを蹴って身もだえする。

「ボディメンテナンスには、聴覚への刺激も含まれている。さっきみたいに、ちょっと刺激的な単語を聞かされるとドキッとするだろう？　そうすると、血流もよくなるし、当然愛液もたくさん分泌される。いわゆる言葉攻めの一種かな」

　拓真がニンマリと笑い、遥香の目を見つめながら普段ぜったいに耳にする事のない卑猥な単語を口にした。

　遥香はそれを聞くなり焼けるほど頬を熱くし、小刻みに身体を震わせながら、いっそう息を荒くした。

「ね？　実に効果的だろう？」

　拓真が片方の眉尻を上げながら、ゆったりとした微笑みを浮かべた。

　確かに効果的だし、彼が言うからこそ身体ばかりか心まで敏感に反応してしまったのがわかる。

　乳嘴を何度となく吸われている間に、蜜窟の中に拓真の指が滑り込んできた。

「ひ、んっ！　……あ、ん、んっ！」

　マッサージしてもらっている時は、さほど感じなかったが、拓真の手はゴツゴツしており、指も長く太い。

　長らく閉じたままだった隘路が、愛液でぬめる指を嬉々として受け入れて、熱く戦慄く。

　恥骨の裏を指の腹で捏ねられ、別の指で花芽を押し潰すようにマッサージされる。

　一瞬気が遠くなり、全身がビリビリと痺れた。

　深く浅く出入りする指の本数を増やされ、広げられた蜜窟の入口が悦びに何度となくキュンと窄まる。

　唇にキスが戻ってきて、感じている顔を間近でじっと見つめられた。

　その視線が、たまらなく淫靡だ。

「今、イっただろう？　中がギュッと窄まって、俺の指を痛いほど締め付けてきてたよ」

　そう言いながら指を出し入れされ、中の襞が指の関節でめくれ上がる。

　ものすごく淫靡で、この上なく気持ちいい。

　遥香はまだ朦朧となりながらも、拓真とのキスにうっとりと酔いしれた。

「……わ、わかりません……。でも、そうかも……」

「もしかすると、イったのは、はじめて？」

「はい」

「そうか。これから、俺が何度もイかせてあげるからね」

「ぁあんっ！　あ、あっ……」

　再び動き出した拓真の指の動きに酔いしれ、遥香はいつしか大きく脚を開き、自ら腰を動かすようなしぐさをしてしまっていた。

　もう躊躇する気持ちなどなくなっているし、今はただ彼に抱かれたくてたまらなくなっている。

　きっと、すぐにでもセックスが始まるに違いない。

　遥香は期待で胸をいっぱいにしながら、拓真を見た。けれど、彼は遥香の顔を見つめたまま、じっとして動こうとしない。

　せっかく心身ともに準備万端になっているのに、今になってどうして……。

　もしや、ここまできて嫌になったのでは？

　拓真は、これまでにたくさんの美女と付き合ってきたはずだ。たくさん褒めてくれたけれど、本当はもっとボリュームのある身体が好みなのでは？

　そもそも、彼が言った言葉はすべて単なるリップサービスかもしれない。

　だいたい、拓真ほどの男が自分相手に勃起するだろうか？

　心配になって無意識に彼の腰に視線を向けると、引き締まった腹筋を突きささんばかりに硬く反り返っている男性器が見えた。

「あ……」

　鴇色の屹立を見るなり、遥香はそこから目が離せなくなった。

　勃起した男性器なら、過去何度か目にした事がある。けれど、これほどセクシャルで雄々しく猛るものを見るのははじめてだ。自然と息が弾み、無意識に唇を舌で舐める。

　女性の中には、それを口で愛でたがる人がいるようだが、遥香はこれまで一度たりともそう思った事がなかった。

　性欲が高まった一人寝の夜に、妄想の中でそれを舐めた覚えがある。しかし、あくまでも頭の中だけの事であり、現実にはそんな淫らな行為をした経験はないし、したいとも思わなかった。

　それなのに、今見ているそれがほしくてたまらない──。

　思いきりしゃぶりたいし、大きなそれで身体の奥をぐちゃぐちゃに搔きまわしてほしい。

　そんな劣情に囚われた自分に驚き、遥香は気がつけば夢中になって拓真のキスに応えていた。

　口を大きく開けて、ねっとりと舌を絡め合う。耳の奥で唾液が交じり合う音が響き、キスを重ねるごとに新たに愛液が溢れてくる。

　これ以上抑えきれないほどの情欲に囚われて、遥香は我知らず拓真の肌に指先を食い込ませた。

　そんな遥香を、キスを終えた拓真がじっと見つめてくる。

「どうやらキスが好きになったみたいだね」

　拓真が遥香の唇の先に舌を這わせながら、そう訊ねてきた。

　キスの余韻に浸りながら、遥香は小さく頷いていっそう頬を熱く火照らせる。

「き……気持ちよくて……。私、今までこんなに気持ちのいいキス、したことがなかったから……」

　話す声が上ずり、息をするのもやっとだ。

　拓真が遥香の顔のいたるところに柔らかなキスを落してくる。その感触が優しくて、うっかりまた今が「恋人ごっこ」である事を忘れそうになってしまう。

「遥香には、まだいろいろなはじめてがあるみたいだな。今の遥香は、ものすごくエロい。エロすぎて、すぐにでも挿れたいくらいだ。遥香は？　見たところ、もう挿れてほしくてたまらないって感じだけど」

　そう囁く拓真の唇の縁から、チロリと舌先が覗いた。もしそれが彼の本心なら、このチャンスを逃すわけにはいかない。

　今までにないほど好色な思いに取り憑かれ、遥香は拓真の背中に腕を絡みつかせた。

「挿れてくださいっ……。私、拓真さんに思いきり抱かれたいです。拓真さんとひとつになりたい……。今の時間を一生忘れずに覚えていられるように、私の中に拓真さんを刻み込んでください──」

　そう訴える遥香を、拓真が若干驚いたような目で見つめてくる。

　もしかして、こんな事を言うべきではなかった？

　そう思い、一気に気分が落ち込みそうになった時、拓真が遥香の唇に貪るようなキスをして来た。そして、唇を合わせたまま低い声で囁いてくる。

「いいよ」

　拓真がそう言うなり、どこからか取り出した正方形の小袋を歯で嚙みちぎった。そして、遥香の腰を挟むようにしてベッドの上に膝立ちになり、慣れた手つきで勃起した男性器に避妊具を装着する。

　側面に太い血管が浮き上がるそれは、今まで目にしたどれよりも縦横に大きい。

　両脚の膝を腕の内側に抱え込まれ、腰を拓真の太ももの上に引き上げられた。

　互いの腰が密着し、拓真の淫茎が遥香の花房の間に割り込む。くっきりとした括れが、敏感になった花芽をゆるゆると引っ掻く。

　途端に子猫のような声が漏れ、ハアハアと荒い息を繰り返した。

「どうせするなら、思いきりエッチで気持ちいいセックスをしよう」

　甘く低い声でそう言うと、拓真が目を見つめながら、ゆっくりと唇を合わせてきた。

　硬い歯列で乳房を緩く引っ掻かれ、乳嘴を何度となく舌で弾かれる。

　淫ら過ぎる舌遣いを見せつけられ、遥香はいっそう性欲が高まるのを感じた。

　秘裂に押し当てられた屹立が、ググっと硬さを増す。それを感じて、また新たな愛液が溢れだす。

　拓真の手が遥香の太ももの裏を掌で押し上げ、秘裂がパックリと割れた状態で上向きになる。濡れそぼる淫唇が左右に分かれ、ピンク色の肉壁が丸見えになった。

　挿入を待ち望む小さな口が、愛液を湛えながらヒクヒクと蠢く。

「もう我慢の限界みたいだね。俺もそうだ……。淹れるよ。いい？」

　訊ねられ、遥香は小さな声で「はい」と答えた。

　その直後、硬くそそり立った拓真のものが、ずっぷりと蜜窟の中に入ってきた。

「ああああっ！」

　たっぷりとした愛液を湛えた膣内に根元まで肉茎を沈められて、目の前で真っ白な閃光が弾けた。

「ん、んっ……」

　もう三年近く恋人がおらず、まともなセックスは四年近くしていない。

　そのせいか、自分でもそこが狭くなっているのがわかる。

　少しずつ奥に進む切っ先が、容赦なく隘路を押し広げていく。苦しいのに、ものすごく気持ちいい。

　遥香は息をするのも忘れて、全身で彼を感じながら腰を揺らめかせた。

「拓真さん……あ、あぁんっ！」

　太ももを引き寄せられたまま腰を緩く振られて、オイルに濡れた身体がパチュパチュと音を立ててぶつかり合う。聞こえてくるセックスの音に聴覚を刺激され、遥香はますます淫らな行為にのめり込んだ。

　腰の振り幅が大きくなり、中を掻く位置がより深くなった。

　指では届かないところまで穿たれ、子宮に響くほど激しく腰を動かされる。

　こんなに感じるのは、生まれてはじめてだ──。

　強い快楽を感じて、遥香は朦朧となりながら拓真との交わりに深く溺れていく。

　キスが乳房を離れ、唇に戻ってきた。持ち上げていた遥香の腰をベッドの上に下ろすと、拓真が上から覆いかぶさってくる。

　身体を右手で抱きすくめられ、左手で頭を抱え込むようにして、貪るように唇を重ねられた。腰の抽送がいっそう速くなり、交わる水音がいっそう高くなって部屋の中に響き渡る。

　身体がトロトロに融けてしまいそうだし、もう欠片ほども理性なんか残っていない。

「中が熱いね……。それに、ぎゅうぎゅうに締め付けてくるから、ずっと突いてないと押し出されてしまいそうだ」

　優しい声音でそんな事を言われ、胸がキュンとなった。

　こんなふうに話しながらセックスするのははじめてだし、これほど気遣いのある抱かれ方をされた記憶もない。

　腰をリズミカルに動かされ、その度に互いの恥骨が触れ合って花芽に振動が伝わる。

　さらにズンズンと奥を突かれて、遥香は感じるままに身悶えて声を上げた。

「拓真さんっ……奥……気持ちいいっ……ぁああっ！」

　身体の中を熱波が通り抜け、つま先から突き上げてくる快感に脳天を貫かれる。

「遥香……遥香っ……」

　繰り返し名前を呼ばれて、それだけで心が震え、彼に抱かれている悦びで胸がいっぱいになる。喉元にまで迫るかと思うほど深く突き上げられ、恍惚となるあまり意識が飛びそうになった。

　中を掻く屹立が、グッと容量を増して今にも爆ぜそうになっているのがわかる。

　息もできないほど激しく奥を攻め立てられ、遥香は一気に快楽の頂点に昇りつめた。

「拓真さ……ぁ、あっ……あああああっ……！」

「遥香っ！」

　首筋に強く吸かれると同時に、拓真のものが遥香の最奥で力強く脈打つ。

　それに連動して、子宮の入口が屹立の先をねぶるように蠢くのがわかる。

　きっと、これが本当のセックスだ。

　拓真が自分の中で何度となく吐精するのを感じながら、遥香は彼の腕の中で享楽の涙を流すのだった。





◇　◇　◇






　あんな経験は、生まれてはじめてだ──。

　野波遥香との熱い夜を過ごした翌朝、拓真はＶＩＰルームのリラクゼーション用ベッドに腰かけて一人物思いに耽っていた。

　キスがほしくて潤む瞳に、何度でも奪いたくなる唇。

　吸い付くような白い肌と、ピンク色に染まる柔らかな乳暈。

　はじめこそ、ただ単に過去の償いをして互いのトラウマを解消する事のみに集中していた。それなのに、いつの間にか必死になって彼女を口説き落とし、セックスでこれまでにないほど強い快感を得ていた。

　その上、高ぶりは一度達しただけでは収まらず、あやうく欲望のままに彼女を抱き潰してしまいそうになったのだ。

　まさかあんな展開になるとは……。

　拓真は遥香の顔を思い出しながら、深く深呼吸をする。

　あの夜、彼女が昔施術を失敗した相手だとわかった時は、思わず大声を上げながらそこら中を駆け回りそうになった。

　それほど強く過去の施術ミスを後悔していたし、だからこそ手を尽くして彼女を探し続けていたのだ。けれど、たった一度だけ来店しただけで、わかっているのは「野波遥香」という名前だけ。うっかり顧客カードの記入をしてもらわないまま施術したせいで、彼女に連絡を取る手段がないまま八年もの月日が流れてしまっていた。

　どんなに探しても見つからなかったのに、あの夜偶然再会したのは、まさに青天の霹靂としか言いようがない。

　当時、根拠のない自信に満ち溢れ、中身のないプライドを持って仕事をしていた拓真は、あの時の失敗ではじめて自分の未熟さに気づかされた。

　そのおかげで初心にもどれたし、あれ以来ただひたすらに技術の向上を目指し、美容家としての道を邁進してきた。

　何度となくあの時の失敗を思い出し、それをバネにしてきたからこそ今がある。

　言わば、遥香は拓真にとって成功の女神だ。

　そんな気持ちがあったからか、彼女に再会するなり、自分にできる事なら何でもしてあげたいという欲求が抑えきれないほど膨れ上がった。

　実際にそう申し出たし、遥香もそれを受けると言ってくれた。

（だからといって、いきなりセックスに持ち込むとは……。しかも、職場でだぞ？　不謹慎極まりないし、俺とした事があれじゃまるでエロ動画みたいな展開じゃないか）

　実のところ、遥香と話している間に、自分がいつになく熱心に彼女を口説いているのには気づいていた。

　むろん、過去の失敗を償おうとする気持ちと、互いのトラウマを払拭すると言う目的があっての事だったが、いつの間にか彼女自身に深くかかわりたいという思いに囚われてしまったのだ。

　そうなったのは、彼女の押しに弱い性格や、恋愛運のなさに同情したのがきっかけになったのかもしれない。

　けれど、話の奥に見え隠れする遥香の優しさや奥ゆかしさに気づき、新鮮な驚きを感じた。

　彼女を守ってやりたいという衝動にかられ、これ以上哀しい思いをさせてはならないと思う気持ちが、いつしか強い保護本能に変わっていった。

　最初は縮毛矯正の施術を。それにトータルボディメンテナンスが加わり、最終的には遥香が「恋人ごっこ」と呼ぶ身も心も潤すというオプションを盛り込んだ。

　そうしようと思ったのは遥香と話して接するうちに、自然に湧き起ってきた感情に突き動かされたから。

　それはもう抑えきれないほどの激情だったし、それが性的な欲望と結びついた時には自分が飢えた野獣のように思えたほどだ。あれほど女性に対して欲情した事はなかったし、全力で遥香を口説いたのは間違いなく自分の気持ちに沿った行動だった。

　もともとは淡白で、付き合った女性に対して、そこまで愛情も性欲も感じた事がなかった拓真だ。

　ビジュアルが無駄にいいせいか、物心つく前からかなりモテた。

　過去の恋人は、皆向こうからアプローチしてきたし、現役の美容師だった頃は恋人が切れた事がなかったくらいだ。

　それは、職業柄人と接する機会は多く持ったほうがいいと判断したからであり、一時は来る者は拒まずの状態だった。

　むろん、自分なりに誠意をもって付き合ってきたつもりだったが、気持ちが伴わない付き合いなど長続きするはずがない。

　それに、外見に惹かれていい寄ってきた女性達は、皆もれなく自己顕示欲が強く自分本位な性格をしていた。

　結局、会えば毎回口げんかをするようになり、ほどなくしてそれが別れ話に発展して終わり。いい加減、そんな恋愛に疲れて、ここ数年は意図的に女性と深い関係になるのは避けてきた。

　それなのに、八年ぶりに再会した遥香に対して、今までにないほどの劣情を抱き我を忘れて身体の関係を持ってしまった。しかも、たった数時間の間に彼女を想う気持ちがそこまで大きくなったのには、我ながら驚いているし呆れてもいる。

　けれど、遥香への想いは本物だし、現に今も黙って帰ってしまった彼女を追いかけてキスで窒息させてやりたいという激情に駆られていた。

　だが、今はそうすべきではない。

　ようやく八年ぶりに再会できたのだ。

　今度こそ、しっかりと胸に抱き寄せて二度と逃がさないよう愛情でがんじがらめにしなければならない。

（言ってみれば、八年越しの一目ぼれと言えなくもないな）

　そして、今胸にある想いは今後募る一方だと予想される。

　拓真は、そんなふうに自己分析をして、おもむろに腰かけていたベッドから立ち上がった。

　始まり方はどうであれ、遥香とセックスをしたのは本気で彼女と付き合いたいと思ったからであり、間違っても遊びや一時の気の迷いではない。

　彼女とはこのまま付き合いを深め、必ずや本物の恋人同士になってみせる。

　拓真はそう決心すると、いまだ熱を帯びている男性器を沈めるべくシャワールームに向かうのだった。







第二章 「恋人ごっこ」は怒涛の展開！








　週明けの月曜日、遥香はいつもどおり朝六時半に起きて自宅アパートでシリアルの朝食を食べた。

　遥香が勤務する「白井税理士事務所」は、自転車を使えばドアツードアで二十分の距離だ。

　今日のように天気がいい日は、愛車を駆って出勤する。

（あれは夢……。ぜったいに現実なんかじゃないよね？　そうに決まってるでしょ）

　自転車のペダルをこぎながら、遥香は頭の中で自問自答する。

　一昨日の土曜日、行きたくもない同窓会に出席したあと、喉が渇いてとあるバーのような店に入ってカクテルを何杯か飲んだ。

　──と、そこまでは、はっきりと覚えている。

　けれど、そのあとはといえば、記憶の中の展開があまりにも非現実的で、とてもじゃないけれど本当に起きた事とは思えないのだ。

（もしくは、枯れすぎた日常のせいで脳が作り出した妄想とか）

　もし、それらの記憶が正しければ、遥香は過去一度だけ会った「早崎拓真」という男性と再会し、その数時間後に彼とただならぬ仲になった。

　わかりやすく表現するなら、ボディメンテナンスを受けるという名目で拓真と二人きりになり、話の流れで彼とセックスをして身も心も潤ってしまったのだ。

（あり得ない！　私、そんな尻軽じゃないし！）

　いつ寝入ってしまったのかわからないが、気がつけば拓真と同じ黒の上下を着て、誰もいない部屋にあるキングサイズのベッドに横たわっていた。

　あとはもう、無我夢中だった。

　脱兎のごとくそこから逃げ出し、まだ夜が明ける前の街でタクシーを拾って自宅アパートに帰った。

　焦るあまり持ち出したのはベッドサイドに置いてあったスマートフォンとハンガーにかけてあった借り物のワンピースのみだ。

『あのあと、早崎拓真とはどうなったの？』

　帰宅したあと夏帆から電話があってそう言われたが、「記憶にない」と誤魔化して、ろくに会話をしないまま通話を終えてしまった。

　スマートフォンには夏帆以外にも何件か電話がかかってきていたが、アドレス帳に登録のない番号だった事もあり、出ないまま放置した。

（やっぱり夏帆ともっと話せばよかったかな？　でも、何をどう話せばいいの？　詳しく話せばいろいろと説明しなきゃならなくなるし、そうなれば何が起こったのか聞かれるだろうし……。ああもう、頭の中がゴチャゴチャだよ～！）

　断固否定はしているが、実のところ頭の片隅では、拓真との事が現実だとわかっていた。

　けれど、それを認めるのが嫌だったし、夏帆に拓真との事を話さなかったのは彼と過ごした夜の記憶を封じ込めたかったからだ。

（だけど、ワンピースを借りてるし、どっちみち夏帆には近いうちに会わなきゃだよね）

　記憶に残っている事をすべて話せば、夏帆はなんて言うだろうか？

　あの時、ボディメンテナンスなんかしてもらわずに、縮毛矯正だけしてもらって帰ればよかったのだ。

（それにしても、まさかあの時の施術ミスをしたのが拓真さんだったなんて……）

　はじめての縮毛矯正が大失敗に終わった時、遥香は大泣きして一週間自宅にこもりきりになった。ちょうど高校の卒業式を終えたあとだったからそうできたが、一時は思い悩むあまり丸坊主にしようかと思ったくらいだ。

　あの時は、本当に辛かった──。

　あれこれと考えるうちに拓真との事が思い出されて、彼と抱き合った時の映像がはっきりと頭の中に思い浮かんできた。

　ちょうど信号が赤になり、遥香は自転車をこぐ足を止め、連続で深いため息をつく。

　拓真とのキスや、抱き合った時に感じた硬く引き締まった筋肉。

　愛撫された時の高揚感や、挿入された時のめくるめく快感──。

　無理に封印しようとしていたけれど、あの夜の事を考えると身体のあちこちが熱く火照ってくる。

　自然と脚の間が潤い、あろう事か挿れられた時の感触が下腹の奥にまざまざと蘇ってくるのだ。

　もはや、夢だの妄想だのと言っていられなくなってきた。

（まさか、あんな事になるなんて……。いくら酔っていたとはいえ、あんなシチュエーションでエッチするとか、ぜったいにビッチだと思われてるよ～！）

　事情やいきさつなど、何の言い訳にもならない。

　二十歳そこそこの小娘ならまだしも、二十七歳にもなってなぜ……。

　いくら後悔しても足りないし、我ながら情けなくて泣けてきそうだ。

（でも、ものすごく気持ちよかったのは確かなのよね）

　信号が青になり、遥香は再びペダルを踏んで前に進んだ。交差点をふたつ越え、事務所がある横道に入る。

「白井税理士事務所」には遥香を含む六名の職員が勤務している。遥香のほかはすべて男性であり、その全員が税理士や巡回監査士などの有資格者だ。

　つい二か月前までは、もう一人女性職員がいたが、孫が生まれたのを機に退職してしまった。

　そのため、今は遥香にすべての雑用が集まってきており、その上今後新しく人を雇う予定はないと言われている。

　これまでに何度か転職を考えた事があったが、今回のようにほかの職員に先に辞められたり引き留められたりして、ついズルズルと居続けてしまっていた。

（私って、ほんと押しに弱いなぁ……　）

　拓真との事にしても、そうだ。謝罪ついでに、いろいろと提案されて受け入れてしまった結果、彼と身体の関係を持ってしまった。

（もうちょっと強気に出なきゃだめだよね。無理なものは無理！　嫌な事は嫌って言わないと。……って、自分では言っているつもりなんだけどな）

　断っても、なぜか相手に通じない事がしばしばだし、何となくはぐらかされて終わる事が多々ある。

　それに加えて、多少無理や我慢をすればできない事はない場合、つい引き受けてしまう傾向にあった。

　我ながら便利に使われているだけだと思うし、それが恋愛にまで影響を及ぼしているのだから始末が悪い。

　きっと、今のままだと資格も恋愛も滞ったままだ。けれど、そうとわかっていても現状に甘んじていたのは自分だし、総じてすべて自分のせいだとしか言いようなかった。

（だけど、あの夜は自分でそうしたいって思ったんだよね）

　拓真からの提案を受け入れたのがきっかけだったとしても、遥香は自ら彼とのセックスを望んだ。

　間違っても無理矢理ではなかったし、合意の上と言うよりは遥香がそうしたいと望んで拓真がそれに応えてくれた感じだ。

（だって、私が枯れてるとかイチャイチャしたいとか言わなければ、肩の揉み解しだけで終わってたに違いないもの）

　職場に着き、駐輪所に自転車を止めてビルの中に入る。

　エレベーターで三階に上がり、事務所の入口ドアを開けるなり、たばこの匂いが漂って来た。

「おはようございます。副所長、事務所内は禁煙ですよ」

　遥香が顔をしかめると、所長のデスクにふんぞり返っている副所長の白井淳じゅんが呑気に手を振ってきた。

「おはよう。わかってるよ。くれぐれも親父には内緒で」

　淳が人差し指を口の前に立てて、ニタリと笑う。

「白井税理士事務所」は同族経営で、淳は白井家の長男であり所長である泰たい三ぞうの息子だ。

　ほかの三人は彼の従弟や義理の兄で、それぞれに役職がついている。

「せめて窓は開けて吸ってください。ところで、やけに早いですね。今日、何かありましたっけ？」

「いや、ちょっと置き忘れたものがあってね。野波さんは今日も早出？　ご苦労様」

「いいえ、私はいつもどおりですが──あれっ？」

　残業は日常茶飯事だが、身体がもたないから早出は極力しないようにしていた。

　いつもどおりの時間に出勤したつもりだったが、ふと壁の時計を見ると、まだ午前八時だ。

「もしかして、家を出る時間を間違えた？」

　淳が道路側の窓を開けて空気の入れ替えをする。

「そうみたいです。……なんで？　出る時に時間を確認してなかったっけ？」

　遥香は独り言を言いながら自分のデスクに向かった。バッグを置き、事務所奥にある給湯室に向かう。

　首を傾げながら湯沸かしポットに水を入れ、電源を入れる。茶器を取り出そうとうしろの棚に向き直ると、いつの間にか淳が棚の前に立っていた。

「きゃっ！　ふ、副所長……びっくりするじゃないですか！」

　あと一歩踏み出していたら、確実にぶつかっていた。淳の身長がさほど高くないせいもあって、彼の顔がすぐ近くに迫っている。

「ああ、ごめん。ここにあるカップ麺を取ろうと思ってね」

　淳がシンクの上にある棚からカップラーメンを取り出そうとする。

　遥香は邪魔にならないよう、素早く横にずれて身体がぶつかるのを避けた。

「それにしても、今朝の野波さん、いつもとちょっと違うね。何だろうな……こう、ふわっと漂ってくるような……」

　淳が遥香の顔を見ながらクンクンと鼻を鳴らす。

　犬じゃあるまいし！

　遥香が憤りながら横を向くと、ちょうど彼が手にしているスポーツ新聞の記事が見えた。

　わざとではないだろうが、見えている紙面には女性の半裸写真が掲載されている。

「別に、いつもと変わらないです。じゃ、私はデスクに戻りますので──」

　遥香は淳の脇をすり抜けてデスクに戻った。

（まったく、いきなりうしろに立つのは止めてくれないかな！）

　淳はもう何年も前に結婚しており、妻子がある。どうやら恐妻家であるようで、職場とは違って自宅での地位は一番低いらしい。

　その事をよく愚痴っており、かなりストレスを溜めているのは気の毒に思うが、それを職場に持ち込むのは止めてほしい。

　別に何かされたわけではないが、淳は今みたいに多少距離感がおかしい時があり、これまでも何度か同じような事があった。

　意図的ではないにしろ、正直気持ち悪い。

　スポーツ新聞に関しては、以前就業時間内にこっそりアダルトな内容の記事を熟読しているのを泰三に見咎められ、注意を受けた事があった。

　それ以来、事務所内にスポーツ新聞を持ち込まない決まりになっているのに、淳は今も泰三に隠れてアダルトな記事を楽しんでいる。

（いい加減、所長に言いつけてやろうかな。しかも、よりによって、あんなに大きな胸の女性の写真を……）

　記事に乗っていた女性は、びっくりするほど大きな胸をしており、バストトップを手で隠すポーズをとって笑っていた。

（もしかして、あの記事って貧乳の私に対する当てつけじゃない？　……さすがにそれはないか……。それにしたって、副所長ったら、なんであんな記事を私の目につく感じで持ってたのよ！）

　デスクの椅子に座りながら、遥香は密かに憤慨して口をへの字にする。

（だいたい、別に胸が小さくたって支障ないし！　現に一昨日の夜は、吸われたり弄られたりして、すごく感じたんだから！）

　怒ったはいいが、つい過剰に反応して拓真との夜の事を思い出してしまった。

　事務所内でアダルトな記事を見せられたといって憤っているのに、自分だって朝っぱらからいやらしいシーンを頭の中に思い浮かべてしまっている。

（私ったら、人の事を言えないじゃない）

　反省しつつ仕事の準備をしていると、足元に置いたバッグからスマートフォンの着信音が聞こえてきた。

　画面を見ると、またアドレス帳にない番号からかかってきている。

（確かこれ、一昨日からスルーしてる番号と同じだよね）

　最近、わけのわからないセールス電話がかかって来るようになっているため、遥香は知らない番号は基本的に無視する事にしていた。

　けれど、これほどしつこくかかってくるという事は、セールスではないという事だろうか？

　遥香が出ようかどうしようかと迷っていると、いきなり椅子の背もたれをポンと叩かれた。驚いた拍子に手からスマートフォンが離れて、膝の上に置いたバッグの中に落ちてしまう。

　振り向くと、すぐうしろに淳が書類を持って立っていた。

「副所長……！　な、何かご用ですか？」

「ごめん、また驚かせた？　ちょっとこれを見てほしいんだけど」

　淳が遥香のデスクの上に書類を広げ、印字されている数字を指で示した。

　遥香はバッグを足元に置き直し、示された数字を見る。

「ここの金額、変更になったんだよね。言ってなかったっけ？　午前中に直してもらえるかな？」

「わかりました。すぐに直します」

　淳は仕事はできるけれど、たまに必要な報告や指示を怠る事があった。そのせいで何度も残業を強いられたし、泰三からも再三注意を受けている。

「あとさぁ……やっぱり、今日はなんだか雰囲気が違うよね？　もしかして、週末に何かあった？　同窓会に行くとか言ってたけど、まさか元カレと再会して……なぁんて展開になったんじゃないの？」

「はあ？　ち、違います！」

「そうかな？　だってほら……首筋の赤いところ。それって、そういう事なんじゃないの？　なぁんて、これ以上言ったらセクハラになっちゃうかな～」

　淳がそう言いながら、遥香のブラウスの首をじっとりと見つめてくる。

　確かに、今朝身支度をしている時に首にいつそうなったのか覚えのない赤いうっ血を見つけた。それを隠すために襟元がフリルになっているブラウスを選んだのに、いったい、どのタイミングで見咎められてしまったのだろう？

　遥香は咄嗟に首筋を抑え、そっぽを向く。

（そう思うなら、最初から言わなきゃいいでしょ！　それにしても、これってやっぱり、あの時についたキスマーク？）

　リラクゼーション用ベッドの上で拓真に抱かれた時、唇や胸に何度となくキスをされた。

　その時に感じた愉悦は今も記憶に新しいが、夢中になり過ぎて場所までははっきりと覚えていない。

　キスマークを隠す手が微かに震え、意図せずして頬がじんわりと熱くなる。

　頑固な癖毛のせいで、髪を下ろしたスタイルにできないのにはもう慣れっこだ。

　けれど、首筋を隠しておきたかった今日は、改て自分の強い癖毛を恨めしく思う。

「いいねぇ。僕なんか、ヤキモチ焼きの妻がダメって言うから同窓会にもいけないんだよね。実際どうなの？　既婚者でも焼け木杭には火が付いたりするのかな？　もしくは、別につき合ってはいなかったけど、久しぶりに会って勢いで……とかさ」

「し、知りませんっ。私、一次会のあとはすぐに帰りましたから」

「ほんとかなぁ？　別のところで落ち合って、朝まで二人きりでいろんな事をして楽しんでたんじゃないの？」

「だから、違いますって！　私、ちょっと別の窓も開けてきますね」

　遥香は席を立ち、道路側の窓を全開にする。

「いいなぁ。同窓会。僕も行きたかったなぁ」

　淳が、そんな独り言を言いながら、なぜか遥香の椅子に座った。そして、何かしらブツブツ言いながら長々とそこに居座っている。

　気味が悪くなった遥香は、そのまま給湯室に逃げた。

（奥さんと喧嘩でもしたのかな？　今日の副所長、いつも以上にねちっこい……）

　人当たりがよくて腰が低い父親に対して、淳は少々自分本位で横柄なところがある。

　実のところ、淳の存在も遥香が転職を考える要因のひとつだった。

　デスクに戻るのが嫌で、遥香はそのままビルの前の清掃に向かい、観葉植物の水やりをする。そのうちほかの職員がやってきて、いつもどおりの日常が始まった。

　昼になり、ランチをとるために事務所近くの食堂に向かう。日替わりのランチをゆっくりと楽しみ、席に戻るなり泰三に呼ばれた。

　なぜかホクホク顔の彼とともに来客用の個室に向かい、中にいる男性を見て「あっ」と声を上げる。

「は、早崎さん!?　どうしてここに──」

　驚いた事に、応接セットの一人掛けの椅子に拓真が座っている。彼は遥香を見ると、手を上げてにっこりと笑った。

「どうしてって、野波さんがうちを勧めてくれたんだろう？　いやぁ、君は案外顔が広いんだね。見直したよ。ほら、ここに座って」

　泰三に促されて応接セットに向かい、拓真のはす前に腰かけた。テーブルの上には、契約に関する説明書類が置かれている。

「すみません。少し野波さんと二人で話させていただいてもいいですか？」

　拓真が言い、腰かけた早々泰三が立ち上がった。

「もちろんです。では、私はひとまず退散いたします。野波さん、あとは任せたよ」

　泰三が退室するなり、拓真が遥香の前の席に移動してきた。ダークカラーのスーツを着た今の彼は、完全に仕事モードで、どこから見ても完璧なビジネスパーソンだ。

　正面から見据えられて、遥香はポカンとした顔で彼を見つめ返す。

「な……何で……」

「何でここにいるのかって？　もちろん、遥香をセクハラ上司から守るためだ。それと、いきなりいなくなった上に、俺からの連絡をスルーし続けている理由を聞こうと思ってね」

　拓真が言うには、一昨日の夜以降にかかってきた番号不明の電話は、彼からのものだったらしい。

「今朝も君のスマホに電話をして、ようやく出てくれたと思ったら、応答がない。変だと思って耳をすましていたら、君と上司らしき人の会話が聞こえてきたんだ」

　あの時かかってきた電話は、結局出ないままバッグの中に落ちてしまい、それきりチェックせずに放置していた。

　拓真の話から判断するに、どうやら指が当たったか何かで受電していたようだ。

「じゃあ、あの時の会話を聞いていたんですか？」

「そうだ。最近のスマホは高機能だから、かなりクリアに聞こえてきてたよ。ロクでもない男を副所長にするなんて、この事務所は大丈夫か？　いや、大丈夫なはずがない。遥香、今すぐにこんなところは辞めるんだ」

「えっ……でも──」

　これまでに何度も転職を考えたとはいえ、さすがに急すぎる。

　それに、今やめたら雑用をする人がいなくなってしまう。

　遥香がそう言うと、拓真が渋い顔をして首を横に振った。

「遥香、君は自分がどれだけ劣悪な職場で働いているか自覚がないみたいだな。副所長の発言はあきらかにセクハラだし、遥香が席を立ったあと、彼が何を言ったか知らないだろう？　それを聞いたら今すぐにでも辞めたくなると思う」

　拓真がスーツの内ポケットからスマートフォンを取り出して、録音された通話データを聞かせてくれた。

「何これっ……」

　遥香がいなくなってからの淳の発言は、想像以上に卑猥で聞くに堪えないものばかりだった。

『貧乳のくせに、今日はやけにエッチなフェロモン撒き散らしてるな』

『真面目そうな顔して、本当は超絶エロい女なんじゃないか？』

『ああいうのが案外ビッチだったりするんだよな。ぼちぼち誘いをかけてみるか』

　録音されているとも知らず、淳はそのほかにも耳を塞ぎたくなるようないやらしい発言をしていた。まさか、彼が自分を性的な目で見ていたなんて……。

　遥香が絶句していると、拓真がテーブルの向こうから身を乗り出して肩をそっと撫でてくれた。

「とにかく、遥香をこれ以上ここに居させる事はできない。必要な手続きはぜんぶ俺がするから、すぐに荷物をまとめて俺と行こう」

　遥香は頷き、拓真とともに部屋を出て急いで私物をまとめ始める。

「あれ？　野波さん、どうしたんだ？」

　何事かと近づいてきた泰三の背後から、淳がひょっこりと顔を覗かせた。その手にはさっき持っていたスポーツ新聞が折りたたまれた状態で握られている。

「野波さんは今日限りで、ここを退職します。直接の理由は副所長によるセクハラ発言ですが、そもそも日頃の職場環境など諸々問題がありますね。何か言い分があれば、当社の顧問弁護士を通してください」

　毅然とした態度でそう言うと、拓真がまとめた荷物を持って遥香を守るようにして事務所の入口に向かう。

「ちょっ……ちょっと待ってください──」

　呼び止める泰三の声がドアの向こうに消え、遥香は拓真とともにビルの外に出た。

　聞きたい事はたくさんある。けれど、今はとにかく事務所から離れたほうがよさそうだ。

　大通りに出て、そこに待たせてあったタクシーに乗り込む。

「あの……どこに行くんですか？」

「君が住んでるアパートだと、いつ事務所の者が来るかわからないし、ひとまず俺の家に行こう」

　タクシーの中にいる間、拓真はずっと遥香の手を握ったまま離さずにいる。とまどいつつも窓の外を見ると、いつの間にか一昨日訪れた「グラナドス」本店の近くまで来ていた。

「自宅って、もしかして店と同じビルにあるんですか？」

「ビルの上階を仮住まいにはしているが、自宅は店から五分の距離にある別の場所だ」

　ほどなくして到着したのは、繁華街から少し離れた位置にある高級住宅街だった。

　白壁の建物は二階建てで、一見するとまるで小さな美術館のような趣がある。

　拓真に連れられて外門を経て玄関の中に入ると、遥香が住むアパートの部屋よりも遥かにゆとりあるスペースが広がっていた。

　窓の外に横長のテラスがあるリビングに通され、その広さにまた度肝を抜かれた。

　部屋の右には緩くカーブした石造りの階段があり、インテリアや建具はすべて落ち着いたグレーでまとめられている。

「一人暮らしだから誰もいないし、ゆっくり寛いでくれていいよ」

「あ……ありがとうございます。すごく立派なお宅ですね。掃除とか大変そう」

　緊張のあまり、たいして意味のない事を言ってしまった。

　それにしても広い！

　資産家だとは聞いていたが、いったい彼はどれほどのお金持ちなのだろうか。

「あまり物を置かないから、たいして散らからないんだ。それに、週一でハウスキーパーの人を頼んでいて、家事はほとんどやってないな」

「そ、そうなんですね」

　考えてみれば、これほどの豪邸に住んでいるのだから、チマチマと家事などするはずがない。庶民の自分が知るものとは別次元の家の中を眺めながら、遥香は拓真が予想していた以上に裕福である事を思い知った。

「いきなりで驚いただろう？　だけど、遥香があんな下衆男がいる職場にいると思うと、矢も楯もたまらなくなったんだ。今まで何もされなかったか？　されてなくても、遅かれ早かれあいつは遥香にちょっかいを掛けてきてたはずだ」

　そう話す拓真の顔に、怒りの色が浮かんだ。

　自分のために、ここまで怒ってくれるなんて……。

　その気持ちが嬉しくて、遥香は口元を綻ばせて彼に礼を言った。

「重ね重ね、ありがとうございます。私、そんな事夢にも思ってなくて……」

「あの下衆男は、前からあんな感じだったのか？」

　遥香が頷くと、拓真がやれやれといったふうに眉根を寄せた。

「今の遥香は、言ってみれば磨く前の原石だ。これから俺が責任もって遥香を磨き上げてあげるから覚悟しとくように」

　拓真が遥香を見ながら、意味ありげな表情を浮かべる。その顔が魅惑的すぎて、心臓がドクンと跳ねた。

　やはり、一昨日の夜にあった出来事はすべて現実だった──遥香はその事を改めて理解していっそう胸を高鳴らせる。

「は……はいっ、お願いします」

「そう固くならないで。必要なものがあれば言ってくれ。もしアパートに荷物を取りに行きたいなら、今日の夜にでも俺が一緒に行くから、それまで待ってもらっていいか？」

「え？　荷物を取りに行くって……私、いつまでここにいたらいいんでしょうか？」

「あのアパートはもう引き払った方がいいし、次の仕事が決まるまでここにいたらいいよ」

「こ、ここに？　それって、私が拓真さんと同居するって事ですか？」

「そうだ。俺は遥香の専属スタイリストであり、ボディメンテナンスをする役割も担っている。それに、恋人として遥香を潤してあげなきゃいけないだろう？　そうするには、一緒に住んだ方がやりやすい。もちろん、生活面は俺がぜんぶ面倒を見るから心配しなくていいよ」

「でも、どうしてそこまで……。私に盗み癖があって、この家の物を持ち逃げするとか思わないんですか？」

「遥香は、やっぱり面白いな。そんな事、これっぽっちも思わないね。逆に、遥香はどうなんだ？　俺の事が怖くないか？　もしかすると、遥香をここに軟禁していろいろとエロい事をする悪い奴かもしれないぞ？」

　拓真がわざと下卑た表情を浮かべながら、唇の縁を舌で舐め回した。

「怖くないです。もし軟禁されていろいろとエロい事をされても別に構わな──」

　うっかりおかしな事を口走りそうになり、遥香はあわてて口を噤んだ。

「ふぅん？　怖くないならよかった。じゃあ、同居は決まりだな。ここにあるものはぜんぶ好きにつかっていいし、細かい事は帰ってから話す事にしよう。何かあれば、すぐに電話してくれ」

　そう言い残して、拓真は遥香に自宅のスペアキーを渡して仕事に出掛けて行った。

　残された遥香は、彼を見送った玄関先で一人立ち尽くす。

　ほんの数日の間に、思ってもみない出会いがあり、身も心も潤った上にブラックな職場から解放された。

　にわかには信じられない。けれど、これは間違いなく現実だ。

　怒涛の展開ではあるが、きっとこれからいいほうに人生がシフトするに違いない。

　そう信じたいし、拓真がそばにいてくれるなら大丈夫だ。

　遥香は希望に胸を膨らませると、踵を返してリビングに戻っていくのだった。







第三章 「恋人ごっこ」は期限付き！








　遥香が拓真との同居をはじめてから、一週間が過ぎた。

　すでにアパートは引き払い、無事「白井税理士事務所」も退職して、今は完全にフリーだ。

（もっと揉めるかと思ったけど、ぜんぜんそんな事なかったな）

　拓真の話によると、事務所側は裁判沙汰になるのを恐れて、こちらの言い分をすべて受け入れたらしい。

　当然、円満退社で今後の就活には支障なし。もし仮に何かしら邪魔をするような事があれば、即件の通話の音声データをしかるべきところに提出するという取り決めもなされたようだ。

　そのおかげで、遥香はこれまでの無駄に忙しい日常とはまるで違う、ゆとりのある生活を送る事ができている。

（とりあえず、一安心。だけど、いつまでも拓真さんに頼ってはいられないよね）

　同居当初は浮かれ気分でいたが、そもそも拓真は「恋人ごっこ」の相手に過ぎないのだ。

　ごっこ遊びには、いつか終わりが来る。

　その時の事を常に念頭に置いて、いつでもここを出て一人で暮らしていけるように準備しておかなければならない。

「白井税理士事務所」の給料は決して高くはなく、何の資格も持たない遥香は特別な手当もなかった。残業をしてようやく少しだけゆとりがある生活を送れていたが、なければかなりきつい生活を強いられていたはずだ。

『あの事務所、ホワイトぶってるけど、遥香にとっては間違いなくブラック会社だからね！』

　夏帆は再三そう言って転職を勧めてくれていたし、実際疲れすぎて週末の二日間を寝て過ごす事も少なくなかった。

（事務所を辞められて本当によかったけど、次の就職先がすぐ見つかるかな？　結局何の資格もないままだし、次はちゃんと勉強と両立できるような会社を……なぁんて、贅沢なんか言ってられないか……）

　せっかく時間ができたのだからと、同居を始めると同時に税理士になるための勉強をはじめた。税理士の資格試験は難易度が高く、学習時間も相当必要だと言われている。

　けれど、一度決めたからにはぜったいに合格したい。

　次の仕事を探すにしても、ブラック会社だけは避けなければ……。

　拓真は急ぐ必要はないと言ってくれているが、本当の恋人でもない自分がいつまでも厄介になるわけにはいかなかった。

「あ、もうこんな時間！」

　ここで寝泊まりをするようになって以来、遥香は少しでも拓真の役に立てればと思い、食事の用意や掃除などの家事をやらせてもらっていた。

　拓真はのんびりしていればいいと言うが、タダで置いてもらっている以上何もせずにいるなんてできなかったのだ。それに、ちょうどハウスキーピングの契約更新の時期と重なったようで、遥香がいる間は更新を保留にしてもらう事になった。

　家の間取りはゆったりとした六ＬＤＫだ。

　拓真は遥香に一階にある十四帖の角部屋を提供すると言い、次の日には行きつけのインテリアショップで買ったというベッドまで運び込んでくれた。

　ありがたいけれど、さすがに気を使ってもらいすぎだ。

　そう思って辞退しようとしたが、遠慮するなと躱わされて、以後は笑ってスルーされた。

（でも、こんな広いところに一人きりじゃ、寂しくないかな？）

　遥香は東京から新幹線で約二時間の地方都市に生まれ、父親はごく普通のサラリーマンで、母親は自宅で習字教室を開いている。

　連絡は割と頻繁に取っているが、今はまだ「白井税理士事務所」を辞めたとは言っていない。できれば次の仕事が決まるまで内緒にしておきたいが、果たしてスムーズに転職できるかどうか……。

　だからといって地元に戻っても就職できる保証はないし、とにかくできるだけ早く新しい勤務先を見つけて両親に報告できるようにしなければならない。

「さてと、料理に取りかからないと！」

　今夜のメニューは鰆のバター醤油焼と、ほうれん草と人参の胡麻和え。それと、サツマイモのお味噌汁にアボカドと明太子のサラダだ。

　献立は昨夜のうちに拓真に料理本を見せて、食べたいものをチョイスしてもらった。

　掲載されている料理は多岐にわたり、中には難易度が高いものもある。

　成功した実業家である拓真だから、てっきりもっと手のかかる豪華な料理を頼まれると思っていた。けれど、意外にも彼が好きなのは普通の家庭料理らしい。

　内心ホッとしたし、拓真のために買い出しをして料理を作っていると、まるで本当に彼の恋人であるような気分になる。

　拓真と一緒に暮らし始めてから、遥香は彼の事を本気で好きになり始めていた。

　いや、なり始めていた──ではなくて、もうすっかり好きになってしまっている。

　落ち込んでいるところを慰めてもらったのだから、気持ちが揺れても不思議ではない。

　きっかけはなんであれ、遥香は拓真の優しさに触れて、彼を好きになった。

　その気持ちがだんだんと大きくなっていくのにさほど時間はかからなかったし、その理由はいろいろある。

　キスをしてくれる時の優しい顔や、抱き寄せてくる逞しい腕。

　吸い込まれそうなほど魅力的な瞳と、広くて温かな胸。

　けれど、ぜったいにそれだけではないし、拓真をこれほど強く想うのは彼の人柄を知ったからこそだ。

　拓真の自分の意志を貫こうとする強さや、目的を実現させる行動力。

　冷静かつ的確な判断力など、彼は遥香に欠けているものを持っており、絶対的な自信をもって人生を生きている。

　短い時間ではあるけれど、拓真とともに過ごしている時間の中で、遥香はそれらを感じ取り深く感銘を受けた。

　自分も拓真のように強い人間になりたいと思うし、そんな気持ちが募って彼に本気の恋をしてしまったのだと思う。

（だって、あんなに素敵な人なんだもの……）

　アイランド型のキッチンは使い勝手がよく、調理器具も一通りそろっている。

　レシピ本をシンクの横に据えたブックホルダーに固定し、手順を見ながらそれぞれの料理の材料をカウンターの上に並べた。

　お湯を沸かしている間に、明太子をマヨネーズと醤油で和えていったん冷蔵庫にしまう。

（なんだか、新婚生活を送ってるみたい）

　ふと、そんな事を考えて、すぐに自分勝手な妄想を頭の隅に追いやる。

　こうして拓真と暮らしていると都合よく忘れそうになってしまうが、二人の関係はあくまでも一時的なもので、身体を重ねたのも彼にしてみればトータルボディメンテナンスの一部にすぎないのだ。

　それだって遥香がその場の勢いで「身も心も潤いたい」などと泣き言を言ったからであり、それがなければ今の二人はなかった。

（拓真さん、見た目はちょっと怖い感じだけど、本当はすごく優しい……。だから、私を可哀想に思って「恋人ごっこ」の相手になるなんて言ってくれたんだよね）

　思い起こしてみれば、八年前に施術ミスをした時も、拓真はきちんと謝罪してアフターケアと返金を申し出てくれていた。

　それをスルーしたのは自分だし、もしあの時やりなおしてもらっていたら、今の自分達はどうなっていただろうか……。

（もしかして、まったく違う人生を歩んでいたかも？　少なくとも、拓真さんがトラウマを抱える事はなかったよね）

　そう思うと申し訳ない気持ちでいっぱいになるが、あの時スルーしたからこそ、今の拓真との関係があるのは間違いない。

　昔も今も、拓真は誠実で優しい人だった。

　そして、遥香は彼の優しさにほだされて、溜め込んでいた感情を彼にぶつけてしまったのだ。

（なんだかんだ言って、これだけ短時間で拓真さんを好きになったのって、やっぱりセックスしたのが大きいよね。そう考えると、身体の相性って思った以上に心に影響を及ぼすんだなぁ……）

　今までそんなふうに思った事がなかったのは、拓真とのセックスではじめてめくるめく快感を味わったからなのだろう。

　我ながら驚きだが、彼と一夜を過ごした翌朝、こっそりＶＩＰルームから逃げ帰る時点で、激しくうしろ髪を引かれていた。

　けれど、あれほどのイケメンと自分との間に、ラブストーリーのような展開などあり得ない。月曜日の朝に、あれはぜんぶ夢だったに違いないと自分に言い聞かせたのは、拓真に心惹かれていると気づいたからこその現実逃避だったに違いなかった。

（だって、そうでしょ？　いくらなんでも、これが本当の恋愛に発展するなんてあるわけない。いっそ、そう信じられるほど能天気な性格だったらよかったのに……）

『別に身体から始まった関係だっていいじゃないの。そこから本当の愛が生まれたら問題ないでしょ。奥手な遥香にしては、上出来！　このまま玉の輿に乗って幸せになっちゃえ！』

　仕事を辞めた直後、夏帆に会って一連の事情を話した時にそう言われた。

　彼女の言う事はわからないでもないが、夢を見過ぎると後々辛い思いをすることになってしまう。そうとわかっているから、こうして自分に現実を突きつけて目を覚まさせているのだ。

　今の生活は、期間限定のもの。

　拓真とセックスできる立場にいるからといって、彼の本当の恋人になれるわけではないのだ。

　それは重々わかっている。それでも、今の幸せを手放したくないと思ってしまう自分がいる。

「あ～もう、悩んだって仕方ない！　結局はなるようにしかならないし、今は美味しいご飯を作るのが先決！」

　家事は一応人並みにはできるし、料理はレシピさえあれば美味しくできる自信はある。

　幸いにも拓真は「美味しい」と言って食べてくれているし、その時の表情からすると、まんざら嘘でもないようなのが嬉しかった。

　茹でたほうれん草を千切りにして加熱した人参と混ぜ合わせる。味噌汁を仕上げ、あとは鰆を焼くだけにしてキッチンに置かれたスツールに腰かけて、ひと休みする。

（昨日はご飯をお代わりしてくれたし、今日も美味しく食べてくれると嬉しいな）

　再会した当初は、拓真の容姿と圧倒的な存在感に恐れをなし、ただ見惚れるばかりだった。

　けれど、一緒に住んでみると人一倍気遣いがあるし、こちらが恐縮してしまうほどの優しさを見せてくれる。

（だけど、結局セックスしたのは、あの時の一度きりなんだよね。忙しいのはさておき、やっぱり私じゃ力不足なのかも）

　多忙なビジネスパーソンである拓真は、同居がはじまった次の日に仕事で地方出張にでかけた。帰宅したのは一昨日の夜で、それからは毎日朝晩の食事は一緒に食べているが、夜は持ち帰りの仕事があると言ってすぐに自室に行ってしまう。

（それにしても、拓真さん、あんなに忙しくて大丈夫かな？）

　ここにはマシーンなどが置かれたトレーニング専用の部屋があり、彼は日常的に身体を鍛えている。

　健康意識も高く体力には自信があるようだが、やはり連日仕事に追われているとなると心配にならざるを得ない。

　一方、遥香はと言えば退職してからは驚くほど体調がよくなり、朝もスッキリと目覚められるようになった。

　それだけでもありがたいし、不満などあろうはずもない。

　けれど、本当の事を言えば、拓真ともっとともに過ごす時間を持ちたいし、できる事なら彼ともう一度濃密な夜を過ごしたいと思っていた。

　同居をする前は、正直もっと距離が近くなる事を期待していたが、実際は仕事が忙しくて当初の目的である縮毛矯正の施術すらできていない。

　そもそも、これほど多忙なのだからそうそう遥香に構っている暇などあるわけがないのだ。

（もしかすると、思ってたよりも早く出て行かなきゃいけないかも……）

　責任感が強い上に、あれだけ過去の失敗を悔いていたのだから、最低限のヘアメンテナンスをせずに今の関係が終わる事はないだろう。

　けれど、それ以外はあくまでも拓真の好意で行われる施術であり、セックスに至ってはボランティアに近い。

　最短で、ヘアメンテナンスが完了した直後に「恋人ごっこ」が終わる。

　そうであるなら、せめてもう一度だけ拓真と身体を重ねたい──。

　そんな我儘な思いに囚われていると、玄関のドアが開いて拓真が帰ってきた。

　遥香は座っていたスツールから飛び上がるようにして立ち上がり、彼を出迎えるために玄関に急いだ。

「ただいま」

「おかえりなさい。すぐ晩御飯を食べられるし、ワインも冷えてます」

「ありがとう。じゃあ、先に軽くシャワーを浴びてくる。そのあと、ワインと一緒にご飯をいただこうかな」

　用意したワインは、拓真が昨日買ってきて冷やしておくように頼まれていた品だ。

　遥香は廊下の左端にある自室に向かう拓真を見送ったあと、急いでキッチンに戻り夕食の仕上げに取りかかった。

　ほどなくして白いコットンの上下に着替えた拓真が、ダイニングルームに入ってきた。

　いつもながら、彼を見るたびにドキッとする。

　これが本当の新婚生活なら、どんなにいいだろう……。

　そんな馬鹿な事を思いながら、遥香はいそいそとダイニングテーブルの上に料理を並べ、ワイングラスを準備する。

「美味しそうだな」

　拓真がワインを開け、グラスに注いで遥香に手渡してくれた。

　彼と向かい合わせに座り、二人一緒に「いただきます」と言い、ワインをひと口飲む。

　フルーティな香りが鼻孔をくすぐり、遥香はそのおいしさに頬を緩ませて小さな唸り声を上げる。

「うーん、美味しいですね。私、ワインにはぜんぜん詳しくないですけど、今まで飲んだ中で一番美味しいです」

「そうか。よかったら、遠慮なく飲んでくれ」

　拓真が自分の空いたグラスにワインを注ぎ、遥香にもお代わりをするよう促してくれた。

　食べ進めている間に、拓真と何度か目が合い、遥香はその度に照れて下を向いた。

「この鰆、絶品だな。胡麻和えも、味加減が絶妙だし、味噌汁はホッとする味だ。それにアボカドのサラダも美味しいよ。遥香は料理上手だな」

　褒められて余計照れて頬が赤く染まる。

　一度は身体を重ねた仲ではあるが、この一週間は指先すら触れ合わせていない。

　あれほど濃厚に抱き合ったのに、今はまるでそんな事実はなかったかのように、節度ある距離を保ったまま接している。

「ありがとうございます！　あの……拓真さん、もしこういった家庭料理以外のものが食べたいなら、遠慮なく言ってくださいね。私、頑張って作りますから」

「それは、ありがとう。だけど、俺はこういう料理のほうが好きだし、落ち着くんだ。懐かしいし、俺を育ててくれた祖母を思い出すから──」

　拓真が言うには、彼の両親は今から二十年前に不慮の事故で亡くなってしまったらしい。

　その後は、田舎で暮らす父方の祖父母と暮らすようになり、大学進学を機に上京して今に至るのだという。

「田舎にいる時の俺は、かなりやんちゃだったし、祖父母に迷惑をかけてばかりだった。成功して恩返しをしようと思っていたのに、それが実現する前に二人とも亡くなってね。この家を買ったのも、祖父母を呼び寄せて一緒に住もうと思ったからなんだ」

「そうだったんですか……」

　彼の祖母は料理上手だったが、作る料理はすべて田舎の家庭料理だったようだ。

「美味しいと評判の食堂に行けば、同じような料理が食べられると思ったけど、どうも今ひとつ違うんだ。どこへ行ってもそうだし、もうあんな家庭料理は食べられないと思っていたけど、遥香が作る料理は、祖母が作るのと同じくらい味わい深い」

「ほんとですか？　美味しく食べてもらえるよう一生懸命作ったから、すごく嬉しいです。でも、評判の食堂で出される料理は、これよりも美味しいんじゃないですか？」

　遥香は、切り分けた鰆をひと口食べて首をひねった。

「確かに、美味しいとは思う。だけど、何か違う……。今の遥香の話を聞いて、その理由がわかった気がする。俺は料理と一緒に俺のために作ってくれているという気持ちを味わっていたんだ。食堂で提供される料理にも気持ちはこもっているんだろうけど、祖母や遥香の料理は気持ちの大きさと込め方が違う……そうじゃないかな？」

「ああ、それなら納得です！」

　遥香は思わず大きく頷いて、にっこりする。

「気持ちだけは、山ほど込めてありますから」

　ワインを飲みながら食べ進め、食後はデザートとして桃を切り分けて出した。

　甘みが強くて濃厚な味の桃は、ワインにもよく合って、拓真に喜んでもらえた。

　それがまた嬉しくて、気がつけばいつのまにか二杯目を飲み干してしまっている。

「もっと飲むか？」

「いえ、私はもうやめておきます。拓真さんこそ、今夜は持ち帰りのお仕事はしなくていいんですか？」

「今日中にやるべき仕事は、ぜんぶ終わらせてきた。今夜は遥香に話したい事があってね。少し時間がかかりそうなんだが、風呂はもう済ませた？」

「いいえ、まだです」

「じゃあ、後片付けは俺がやるから、先に風呂に入ってきたらいい」

「でも──」

「いいから行っておいで。ゆっくりでかまわないから」

　そう言う拓真の顔からは、さっきまでの優しい微笑みが消えてしまっている。

　若干顔が引き攣っているような気がするし、なんだか悪い予感しかしない……。

　けれど、断るわけにもいかず、遥香は自室の戻って風呂の用意をした。

　そそくさとバスルームに向かい、服を脱いで髪の毛をまとめていたヘアゴムとピンを外す。鏡に映る見慣れた綿あめヘアは、ここへ来て以来いくぶんしっとりと落ち着いて、かなりボリュームダウンしている。

　それは、拓真が遥香のために用意してくれたシャンプーなどのヘアケア商品を使っているおかげだ。

（そう言えば、私ったら、この状態で拓真さんに抱かれたんだよね。ううん、あの時は、もっと髪の毛が広がっていたはず……）

　頑固な癖毛はボリュームがあるのに、身体は全体的に扁平でペタンとしている。

　久しぶりに自分の裸体をまじまじと見つめて、遥香は改めて自分が拓真に相応しい女性とはほど遠い存在であると思い知った。

（やっぱり、そうだよね……）

　遥香は鏡から目を反らし、バスルームのドアを開けてシャワーの下に身を置く。

　ゆっくりしていいと言われたが、話の内容が気になりすぎてそれどころではない。

　温かな湯が全身を濡らし、もうもうと立ち込める湯気がチクチクと痛む胸を少しだけ癒してくれた。

　丁寧に髪の毛を洗ったあと、天然の海綿でバスソープを十分に泡立てる。

　優しい肌触りのそれも、拓真が遥香のために買ってきてくれたものだ。

（ほんと、優しいんだから……）

　泡をたっぷりと含ませた海面で身体を洗いながら、拓真の顔を思い浮かべる。

　すると、にわかに顔が熱くなり、胸の鼓動が早くなった。急に敏感になった肌の上を、細かな泡がするりと伝い降りる。

　遥香は、すぐに反応してしまう自分を恥じてシャワーで乱暴に泡を洗い流した。

（まるで欲求不満みたい。我ながらはずかしいったら……）

　唇をきつく結び、ふと洗い終えたあとの胸元を見る。

　今はちんまりとした膨らみがあるが、あの夜は仰向けに寝そべっていたから、ほとんどまな板のようだったはずだ。

　拓真は遥香の胸が好きだと言ってくれたが、やはりあれは本心ではなかったのでは……。

　仮に彼が本当に胸の大きさにこだわらないとしても、ここまでペタンコでなくてもいいと思っているに違いなかった。

（話って、「恋人ごっこ」やめるとかじゃないかな。それだけじゃなくて、ボディメンテナンスの件もなかった事にしてほしいって言われるかも）

　もともと拓真の好意で居させてもらっているのだから、そうなると早々にここを出ていかなければならない。

　それに、再会した時は恋人はいないと言っていたが、拓真ならいつ新しく交際相手ができても不思議ではない。

（むしろ、恋人がいないほうが不思議だもの）

　恋人がいないのは、おそらく理想が高すぎるか恋愛に飽いてしばらくの間一人を楽しむ事にしたなどの理由があっての事だったのだろう。

　そして今、新たに恋人ができた──。

　一度そんなふうに考えたら、もうそうだとしか思えなくなってきた。

　拓真と過ごした時間は、決して多くない。けれど、彼が見た目よりも真面目で誠実な人であるのだけは確かだ。

（彼女ができたなら、ほかの女性を遠ざけて当たり前だよね。もしかすると、縮毛矯正の施術もお店のスタッフに任せるのかも）

　恋人と真剣交際するのなら当然そうすべきだし、同居してすぐに家を空けたのも、もしかすると意図的なものだったのかもしれない。

　そうでなくても、さっき見た拓真の表情は、このまま遥香と同居を続けたいと思っているような顔ではなかった。

　所詮、過去のトラウマでのみ繋がっている自分達だ。身体を重ねたとはいえ、まったくの他人との同居など、ストレスでしかなかったのでは？

（だとしたら、もう明日にでも同居を解消したほうがいいよね。もし言い出しにくいようなら、私から言うべきだし）

　入浴を終え、バスルームを出て再び洗面台の前に立つ。

　髪の毛は、濡れている状態でも強い癖があるとわかる。剛毛の上に髪の毛が多いせいで、乾かす時はいつもドライヤーを持つ手が途中でだるくなってしまう。

　今もそうだし、高機能のドライヤーをもってしても速乾とまではいかなかった。

（まるで洗ったあとのムク犬を乾かしてるみたい）

　ようやく髪の毛を乾かし終えて、拓真と同じ白いコットンの上下を着た。

　それは、ストックしてあった新品を彼が貸してくれたもので、上は半袖Ｔシャツで下は膝丈のハーフパンツになっている。

　遥香が着るとかなり大きめだが、生地が良質で肌触りが抜群によかった。

（これ、せめてもの想い出に、出ていく時一緒に持って行っちゃダメかな）

　そんな事を思いながらバスルームを出て、一度自室に戻った。ベッドの縁に座り、ゆっくりと深呼吸をしてみる。

　そして、拓真とともに夜を過ごした時の想い出に浸りながら、ベッドの上に仰向けになって寝そべった。

　優しいキスに始まり、ソフトタッチのマッサージからの乳嘴への愛撫。

　秘裂を弄られたあとで蜜窟の中を指でほぐされ、最終的に拓真の熱く猛る肉茎で内奥を何度となく突き上げてもらい……。

「……んっ……」

　拓真との行為を頭の中で再現するうちに、自然と頬が上気して息が弾んできた。胸の先が痛いほど熱くなり、いつの間にか脚の間がしっとりと潤んでいる。

（私ったら……なんて未練がましいの）

　遥香はハッとして目を瞬かせ、唇を強く噛みしめた。

　心が苦しくて、痛い。

　今さらながら自分がどれほど拓真に惹かれているかを思い知ったような気がする。

　きっともう、これほど深く想える人に出会う事はないだろう。こんな気持ちになるなら、いっそ再会なんかしなければよかったのでは……。

（ううん、そんな事ない。拓真さんと再会したからこそ、ここまで本気で人を好きになる事ができたんだし、前の生活から抜け出せたんだもの）

　遥香は無意識に胸を掌で押さえ、込み上げてくる哀しさを無理矢理抑え込んだ。

　とにかく、拓真に負担に思われるのだけは避けなければならない。

　彼との再会をいい想い出にするためにも、きっぱりと諦めて笑顔で同居解消を受け入れるべきだ。

　そう思いながら、遥香は意を決してベッドから起き上がった。

　まだ少し火照ったままの頬を手の甲で冷やしながら廊下を歩き、リビングの入口に立つ。

「お待たせしてすみません」

　部屋に入るなり、待ち構えていた様子の拓真が、遥香に向かって手招きをしてきた。

「ここに座ってくれるか？」

　彼に促されて、リビングの窓際に据えられたソファの左端に腰かけた。

　すると、少し離れた位置に座っている拓真が、おもむろに立ち上がって遥香のすぐ横に移動してくる。

　明らかに悩まし気な表情を浮かべる彼を見て、遥香は覚悟を決めて背筋をシャンと伸ばした。

　拓真が遥香の髪の毛を指先で摘まみ、それに唇を寄せた。髪の毛ではあるが、ここに来て以来はじめてのキスであり触れ合いだ。

　遥香は緊張に身を強張らせながら、息を潜めた。

「施術すると言って、いまだにできていなくてごめん。本当は一日でも早くするべきだったのに──」

「い、いえ……。拓真さんが忙しくしてるのはわかってるし、いろいろとお世話になっているだけでもありがたいのに、ごめんだなんて言わないでください」

「それでも、だ。実を言えば、わざと施術を先送りにしてた。遥香をここに呼び寄せてすぐに地方に出掛けたのも、毎晩仕事を持ち帰って自室にこもったのも意図的にした事だ」

「……そうでしたか」

　同居直後に家を空け、仕事を持ち帰って忙しくしていたのは、やはり二人きりになるのを避けるためだったのだ。

　施術を先送りにしたのも、それなりの理由があっての事に違いない。

「俺と遥香は八年前に出会って、ついこの間再会して今は同居する間柄だ。しかも、俺は遥香のトータルボディメンテナンスをする専属のスタイリストで、同時に遥香の『恋人ごっこ』の相手でもあって……」

　拓真が口ごもり、いっそう思い悩んでいるような表情を浮かべた。その様子は、遥香の予想が当たっている事を物語っているように思える。

「はい、そのとおりです。……でも、もし拓真さんがそれを辞めたいなら、そうしてくれていいですよ」

　遥香がそう言うなり、拓真の顔色が変わった。

「それは、どういう意味だ？」

　拓真が遥香の両肩に手をかけて、自分のほうに引き寄せた。

　彼と正面から見つめ合う格好になり、遥香はタジタジとなって視線をうつろわせる。

「こ、言葉どおりの意味です。拓真さんは忙しいし、本当は私の事を構ってる暇なんかないですよね？　私ったらつい拓真さんの優しさに甘えて、いろいろな事をお願いしてしまって……。あれ、ぜんぶなしにしましょう」

　引き際は綺麗に。

　そう思いながら、遥香は哀しい気持ちを隠してにっこりと微笑みを浮かべた。

「もともとのきっかけになった縮毛矯正ですけど、もし施術していただけるなら拓真さんのお店のスタッフにお願いしてもらえますか？　あの……短い間でしたけど、本当にいろいろとありがとうございました！」

　遥香はそう言い切ると、拓真に向かってぺこりと頭を下げた。

　拓真は何も言わない。

　やはり、思ったとおりだ……。

　そう思ったら、ふいに涙が込み上げてきて、泣きそうになった。

　今顔を上げたら、本当の気持ちがバレてしまう──。

　遥香は下を向いたまま無理に笑顔を作り、嗚咽を抑え込んだ。

「遥香」

　名前を呼ばれた直後、指で顎をすくわれて顔を上げた。けれど、彼の顔を見るうちに唇がわなわなと震えてきた。

　あわててそっぽを向こうとする顎を掌で掴まれ、そのまま唇にキスをされる。

「どうしてそんな事を言うんだ？　俺はまだ遥香に何もしてあげられていないのに」

　背中を抱き寄せられ、何度となく唇を重ねられる。口の中を舌でまさぐられ、たちまち身体中が熱く火照りだす。

「そ、そんな事ありません。もう十分してもらったし、これ以上拓真さんに負担をかけるわけには──」

「負担だなんて思っていないし、まだいろいろと始まったばかりだ。それに、今終わらせたら二人ともトラウマから抜け出せないままになる。お願いだから、俺から逃げ出すような事は言わないでくれ──」

「拓真さ……ん、む……」

　抱き寄せられたままソファの上に押し倒され、すぐにＴシャツの中に彼の手が入ってきた。

　自宅にいる時用のハーフトップの上から乳房を揉まれ、早々に甘い声が漏れてしまう。Ｔシャツの裾とハーフトップを首元まで捲り上げられ、乳嘴を唇の間に挟み込まれた。

「ずっと待たせて悪かった。今夜は遥香をたっぷりと、芯から潤わせてあげるからね」

　乳嘴をチュクチュクと吸われながら、歯で優しく甘噛みされる。

「た……くまさんっ……ん、ぁあっ！」

「そうされたくない？　もし嫌なら、そう言ってくれていいよ」

　拓真の手が遥香のショートパンツの中に入ってきた。秘裂をそっと撫でられたあと、花芽の先を指でキュッと摘ままれる。

　頭の中に電気が走ったようになり、遥香は身体を仰け反らせてよがり声を上げた。

「可愛い声だ……。今夜はもっと啼かせてあげるよ」

　再びキスが唇に戻ってきて、すぐに舌が絡み合った。

　もう返事をしなくてもいいくらい、身体が拓真を受け入れてしまっている。

　口角から唾液が垂れるほど濃厚なキスをしている間に、ショーツごとハーフパンツを脱がされて下半身があらわになった。

　拓真が穿いていたものが床の上に落ち、恥骨の上に熱くなった彼のものが密着する。

（拓真さんっ……硬くなってる……）

　彼が欲情しているのがわかり、遥香は嬉しさに全身の肌を熱く粟立たせた。

　閉じた花房の中に指を入れられ、濡れた前庭をゆるゆると捏ね回される。

　思いのほかそこが濡れそぼっているのは、さっき自室で拓真との夜を思い出していたからだ。

　ぬちゅぬちゅと音を立ててそこを愛撫され、溢れ出た愛液が会陰を伝い後孔を濡らすのがわかる。

　拓真が上体を起こし、Ｔシャツを脱いでソファの背もたれにかけた。

　明るい部屋の中で見る彼の裸体は、まるで美術品のように美麗だ。

　それを見た途端、遥香は込み上げる劣情に囚われて、新たに愛液をあふれさせた。

「びしょ濡れだね。どうしてこんなに濡れてるのかな？」

　拓真が遥香の両方の膝を左右に押し広げた。右脚をソファの背もたれの上に乗せられ、上向いた秘裂をじっと見つめられる。

「やっ……は、はずかし……見ないで……」

　懇願するも、拓真はゆったりと微笑むだけで言う事を聞いてくれない。

「こんなに綺麗なのに、何が恥ずかしいんだ？」

　そう言いながら、拓真が蜜窟の入口を指で左右に押し開いた。そして、遥香が見ている前で中に指を沈め、ゆっくりと出したり入れたりし始める。

（あっ……拓真さんの指が、私の中に入ってる……）

　愛液を纏いながら動く彼の指が、ちゅぷちゅぷと音を立てながら、遥香の蜜窟を繰り返し穿つ。深く浅く。何度も。

　この上なく淫らなのに、どうしてもそこから目が離す事ができない。

「遥香のここ、すごく腫れてるね。触ったらどうなるかな？　ちょっと膝を抱えてもらってもいいか？　そのほうがよく見えるから」

　恥ずかしくて仕方がない。けれど、ただでさえ焦れているのに断る事なんかできなかった。

　遥香はすぐに頷き、おずおずと自分の左膝をかかえた。

　てっきり同居解消の話をされると思っていたのに、そうじゃなかった。

　それどころか、拓真は今夜たっぷりと芯から潤わせてあげると言ってくれたのだ。

（嬉しい……拓真さん……大好き──）

　濃厚なスキンシップは、時に言葉よりもわかりやすく互いの想いを通じ合わせてくれる。

　拓真ともっと触れ合いたいと願う気持ちが、遥香をいつになく大胆にさせていた。

「えっ……あんっ！　た、拓真さんっ……」

　てっきり指で触るのかと思いきや、拓真は腰の位置をずらし、遥香の脚の間に顔を埋めて花芽をペロペロと舐めはじめた。

「ひぁあああっ！　あ……ああああっ！」

　途端に頭の中でまばゆい閃光が弾け、全身が不随意に痙攣する。

　そんなところを舐められた経験などないし、そういった行為はアダルトな映像の中のみで行われるものだと思い込んでいたのに……。

　遥香は羞恥にまみれながら身を捩り、唇を震わせた。

「遥香のここが、気持ちよさそうに勃起してるよ。ほら、見えるだろう？　まだ少ししか舐めてないのに、もうパンパンに腫れ上がってる」

　先端を舌でチョンとつつかれ、ピクンと腰が跳ねた。そのせいで、拓真の唇に花芽を擦りつけるみたいになり、遥香はあわてて腰を引こうとした。

「おっと、逃げちゃダメだ。せっかく遥香が、もっと舐めてほしいって言ってくれたのに」

「い、言ってませんっ。今のは、そうじゃなくて……拓真さんが、そこに……エッチな事をするから……っ……ん、んっ！」

　拓真が上目遣いで遥香を見ながら、もう一度花芽に舌を伸ばしてきた。

　濡れた彼の舌が、まるで小さな男性器みたいに遥香を誘惑する。

　すごくエッチだし、たまらなく淫靡だ。

　濡れた舌先が花芽の先を捕らえ、クルクルと円を描くようにそこを舐め回した。

「あ、ひっ……！」

　一瞬で軽く達してしまい、身体がふわりと浮き上がる。

　挿入とは違う、脳天を熱い閃光が走り抜けるような快感を味わい、遥香はその余韻に浸りながら荒い息をはき続けた。

「大丈夫かな？　まだまだこれからだよ。もっと遥香のここを可愛がってあげないと──」

　ふわふわとした気分のまま横たわっていると、拓真が花芽の先端を強く吸い上げた。

　包皮が剥け、小さく突出した花芯を彼の舌が押し潰すように愛撫してくる。

「ふぁああっ！　あぁあああっ……」

　立て続けに昇天させられ、遥香はソファの座面からずり落ちんばかりに上体を仰け反らせた。

　あやうく床に頭を打ちつけそうになったが、すんでのところで拓真の掌に助けられて、事なきを得る。

　唇にキスをされ、そのすぐあとで万歳をさせられてＴシャツとハーフトップがソファの肘掛けの上に落ちた。

　胸を見られるのはこれがはじめてではないけれど、やはり部屋の明るさが気になってしまう。はずかしさに咄嗟に腕を交差させるも、あっさり開かされて左右の乳嘴を交互に舌で愛撫される。

「んっ……あ……あ……」

　本当はもっと素直に感じたいと思うのに、羞恥心が邪魔をしてくる。

　続けざまに舌で弾かれる乳嘴が、みるみるうちにピンと尖った。拓真の愛撫を知る前はさほど感じなかったのに、今はもう胸がひとつの性感帯のようになっている。

　乳房にかぶりつかれ、何度も吸い上げられているうちに、桜色だった乳暈が薔薇色に染まった。

「遥香のおっぱいは、本当に可愛くて綺麗だ。きっと一日中舐めていても飽きないだろうな。さあ、ソファじゃ狭すぎるから、もっと広い所で目一杯いやらしいセックスをしよう」

　刺激的な言いまわしをされ、下腹の奥がジィンと痺れてきた。

　これから拓真とセックスをする──そう思うと、早くも内奥がキュンキュンと啼き始めている。

　遥香がモジモジと腰をくねらせていると、拓真に背中と膝裏を腕に抱えられて身体が宙に浮いた。

「きゃっ！」

　彼の腕の中に横抱きにされ、そのまま二階にある拓真のベッドルームに連れていかれた。

　掃除をするために何度も入った事があるそこは、窓のある面が道路側を向いており、ベッドから空を眺める事ができる。

　窓際に置かれたベッドまで行き、倒れ込むようにして二人してその上に横になった。

　カーテンが開け放したままの窓の外に、白い月が浮かんでいるのが見える。

　拓真の自宅は高台に建っており、周りに高い建物がないため、誰かに覗かれる心配はまずない。

　けれど、窓から見える景色が開放的すぎて、まるで外でセックスをしようとしている気分になり、やけに興奮してしまう。

「遥香の顔、今、すごく色っぽいよ」

　仰向けになった遥香の顔を、拓真が上から覗き込んできた。だんだんと唇が近くなり、触れるだけのキスをされる。

「本当ですか？　リップサービスとかじゃなくて？」

「ふっ……遥香はどうしてそんなに自分に自信がないんだ？　どうやらボディメンテナンスと一緒に、メンタルケアもしなきゃならないようだね」

「ん、ふ……」

　抱き寄せられ、甘くとろけるようなキスを唇にもらって、遥香は夢見心地になった。

「遥香は、これからもっと外見も内面も綺麗になる。俺が保証するし、なんならここから見える月に誓ってもいいよ」

「月に？　……ぁんっ……」

　拓真の腕の中で、遥香の身体がくるりと反転した。背後から上体を抱き起こされ、窓のほうを向いてベッドの上に座らされる。

「そう言えば、月の満ち欠けは女性のバイオリズムと深い関係があると言われている。もうじき満月だから、いいものを吸収するのにちょうどいい時期だ」

　拓真の手が、遥香の両脚を広げさせ、うしろから肘の内側に膝を抱え込んできた。

　まるで月に向かって秘裂を晒すような格好になり、遥香は恥じらいながら拓真のほうを振り返った。

「な、何をするんですか？」

「月光浴かな。こうしていると、なんだか開放的な気分にならないか？」

　うなじをペロリと舐められたあと、耳朶を食まれた。

　ゾクゾクするような快感が背中を走り抜け、図らずもさらに大きく脚を広げる事になってしまう。

「可愛いところを空に向かって見せつけるなんて、遥香は俺が思っていた以上に淫らだったんだな」

「ち、違いますっ！　こうなったのは、拓真さんが首や耳を──あぁんっ！」

　拓真が遥香の脚を抱えたまま、両方の乳房をいじってくる。

　腰が僅かにベッドから持ち上がるような姿勢になり、遥香は小さく悲鳴を上げて拓真に抗議した。

「た、拓真さん……こんな格好……は、恥ずかしすぎます！　もし、遠くから誰かが見ていたら、どうするんですか！」

　窓からは遠く街の景色が見下ろせる。

　距離はかなりあるが、ポツポツと見える灯りは個人宅のものだし、そのうしろには都会のビル群が控えていた。

「そうだね。もしかすると、高性能の双眼鏡を使って、誰かがここを覗いている可能性も無きにしも非ずだ」

「そんな……こんな格好を見られたら……んっ……ん、ん……」

　うしろから顎を引き寄せられ、前に身を乗り出してきた拓真とキスをする。

　舌を絡めていると、彼の指が花芽の先をキュッと摘まんできた。

「ひんっ……！　やぁっ……そこ、そんなふうに……しちゃ……ああああっ！」

　指先でそこをしごくように愛撫され、蜜窟がきゅうと窄んだ。

　背後からさらに腰を持ち上げられて、拓真の腰の上にうしろ向きに跨った姿勢になった。

　秘裂に沿うように勃った彼のものが、露出したままの花芯をぐりぐりと嬲る。

　ベッド横の引き出しから取り上げた避妊具の小袋が、空っぽになってベッドの端に落ちた。

　まさか、こんな恥ずかしい格好のまま挿入される？

　遥香がそう思った時、硬く張り詰めた彼のものが、一気に蜜窟の中に入ってきた。

　大きく股を開いた姿勢のまま、背後から挿入されて腰を激しく突き上げられる。

　身体の位置のせいなのか、正面から入れられている時よりも、もっと奥に切っ先をねじ込まれているみたいだった。

「あぁんっ！　拓真さんっ……ん、ぁっ！」

　喘ぎながら前を見ると、セックスをしている自分達の姿が窓に映っていた。

　淫ら過ぎる光景を目にした遥香の奥が、キュウキュウと窄まって屹立をきつく締め上げる。

「中、火傷しそうに熱くなってるよ。ほら、ここも限界まで腫れてコリコリになってる」

「あああっ！　あ、あぁ……！」

　窓の外に向かって痴態を晒しながら、ズブズブと奥を突かれる。

　遥香は濡れに濡れて早々に絶頂を迎えてしまう。

　挿れられたまま身体の向きを変えられ、ベッドの上で仰向けになって拓真と唇を重ね合わせる。

「……ん、っ……ん……」

　頭の芯がカッと熱くなり、全身が宙に浮いているような感覚に陥る。

　何かにしがみついていなければ、身体がどこかに飛んでいきそうだった。

　じっとしていた拓真の腰がゆるゆると動き始め、さっきまでとは違う位置の内奥をグイグイと押し上げてくる。

　気持ちいいのが止まらない。

　迫りくる絶頂の波に呑まれながら、遥香は無我夢中で拓真の首にしがみつき、両脚を彼の太ももに絡みつかせた。

「拓真っ……、ギュッと……してて──また……イっちゃ……あああんっ！」

「遥香っ……！」

　ズン、と深く奥を突かれると同時に、最奥で拓真の屹立が爆ぜてドクドクと脈打つ。

　二人とも達しながら唇を重ね、ひとつになっている感覚をじっくりと味わう。そうしているうちに、屹立が再び硬くなり始めた。

　遥香は身も心も拓真への想いでいっぱいにしながら、いっそう強く彼の身体にしがみつくのだった。







第四章 「恋人ごっこ」は終わらない？








　九月になり、拓真と同居生活をはじめてひと月が経過した。

　はじめこそどうなる事かと思ったし、思い違いや言葉足らずのせいで、気持ちがすれ違いそうになったこともある。

　拓真に新しく恋人ができたのでは──。

　そう思い、一時は同居を解消しなければならないと考えたりしたけれど、結局は杞憂に終わり、今は比較的平穏な日々を送る事ができている。

　拓真と話し合った結果、遥香は兼ねてからの夢である税理士になるために、しばらくは就職せずに集中して勉強を頑張る事になった。

　それに加えて、来年度は専門学校に通う事も検討している。

　それはすべて拓真の提案によるもので、かかる費用は全額自分が負担すると言ってくれた。

　当然、遥香はそこまでしてもらうわけにはいかないと辞退した。

　けれど、拓真は「すべて、過去の施術ミスによるトラウマを克服するためだ」と言ってきかなかった。

　しかし、物には限度がある。

　拓真とは再会を機にトータルボディメンテナンスする専属スタイリストになってもらい、「恋人ごっこ」の相手をするという名目でセックスをし、身も心も潤してもらう関係になった。

　そこまでは、まだわかる。

　けれど、ただでさえ家事を担当するのみで生活全般の面倒を見てもらっているのに、その上専門学校の費用まで出してもらうなんて、さすがに図々しすぎる。

　本当の恋人ならいざ知らず、八年前にたった一度だけ縮毛矯正の施術ミスをしただけの相手に、そこまでする人がどこにいるだろう？

　それなのに、拓真は断固として遥香の援助をすると言って一歩も引かなかった。

　しまいには言葉だけではなく、ベッドに引きずり込んで承諾してくれと迫られ、とうとう陥落させられてしまったのだ。

（あんなふうに迫られたら、断り切れるわけないじゃない！）

　恋愛に置いては百戦錬磨であろう拓真とは違い、すべてにおいて経験が浅く、何のテクニックも持たない遥香だ。

　結局、彼が納得するまで遥香の専属スタイリストを務め、ついでに「恋人ごっこ」も継続すると約束させられてしまった。

　まさかの展開だし、密かに拓真を想っている遥香にしてみれば、これ以上彼を好きになるような事は避けた方がいいに決まっている。

　けれど、ただでさえ押しに弱い遥香だ。好きな人にそう言われては、承諾するしか選択肢はなかったのだ。







　税理士になるための自主学習も、だんだんと軌道に乗り始めた九月最初の水曜日。

　遥香は念願だった拓真自らの施術で、縮毛矯正をしてもらった。

　およそ三時間かけた施術は丁寧かつ完璧で、そのおかげで遥香の頑固な癖毛は矯正され、見違えるようなサラサラのストレートヘアになっている。

　以前は鏡を見るたびにウンザリしていたのに、今はまるで違う。

　綿あめみたいだった髪の毛は本来あるはずの艶を取り戻し、歩くたびに風に揺れるようになっている。

　もう鏡を見て顔を暗くすることもなく、逆に家にいる時は用もないのに洗面台の前に立ってニヤついたりしていた。

　施術したのは「グラナドス」本店で、営業時間外ではあったけれど、周りには大勢のスタッフが見学に来ていた。

『あれが社長の恋人とか、ありえないでしょ』

『彼女にしては、貧相すぎる』

『いったい何がよくて、あの程度の人と付き合ってるんだか』

　施術する前に用があってバックルームの前を通った時、スタッフがそう話しているのを聞いた。

　そう思われるのも無理はないし、実際に遥香はその時にサロン内にいた誰よりもイケてないのは明らかだった。

　だからこそ「グラナドス」内ではなくＶＩＰルームでの施術を希望したのに、拓真は敢えてそうせずに遥香を自分の恋人としてスタッフに紹介した。

「グラナドス」のスタッフは男性の割合が多く、女性は少数派だ。

　けれど、その全員がスタイルもよく美人で、施術に行った時に彼女達からの視線を痛いほど感じた。

　きっと、そのうちのほとんどが拓真の彼女になりたいと思っているに違いない。

　そこに彼の恋人として遥香が来店したのだ。

　せめてとびきりスタイルのいい美女だったらよかったのに、遥香は見るからに凡庸で今ひとつパッとしない普通の女性だ。

　敵視されるのは当然だし、施術中は一刻も早く退店したくてたまらなかった。

（それにしても、どうして私を恋人として紹介なんかしたんだろう？）

　自分達は、あくまでかりそめの間柄だ。

　おそらく、拓真にしてみれば、そう言ったほうがいろいろと説明しなくて済むと思ったに違いない。

　けれど、そんな事を言えばかえって大騒ぎになるのは目に見えていたはずだ。

（拓真さんって、案外そういうところは無頓着なのかな？　それとも、今は正式な恋人を作りたくなくて、予防線を張るためだったとか？　なぁんて、私が恋人役じゃ逆効果になりかねないけど）

　そんな事を思いながら、遥香はニコニコ顔で自分の髪の毛を撫でさすった。

　なにはともあれ、ようやく手に入れたストレートヘアは遥香の気持ちを常春にしてくれている。

　さすが拓真の施術だ。

　極上の仕上がりである事は言うまでもなく、天使の輪も綺麗に出ている。

（八年前よりもいい薬剤が出てるって言ってたし、拓真さんが言っていたように今度施術するのは三カ月後かな？）

　できれば、今度はスタッフがいないところで施術したい。

　けれど、遥香のそんな願いは、思いがけない理由で実現不可になってしまった。




「……嘘っ」

　それからひと月後の月曜日、遥香は仕事に行く拓真を見送ったあと、リビングの真ん中で一人立ちすくんだ。

「あり得ない……。だって、毎回避妊してるのに……どうして？」

　今から一週間前、遥香はいつも規則正しくやってくる毎月のものが遅れている事に気づいた。環境が変わったせいかもしれないと思い、それから三日待ってから近くのドラッグストアに買い物に走った。

　しかし、いくら待っても生理が来る様子はない。

　そして、ついさっきトイレに駆け込み、結果がでた検査薬を持ってリビングまで戻ってきた。

（どうしよう……）

　判定部分にくっきりと浮かぶ二本線は、生理がこない理由をはっきりと遥香に教えてくれている。

　念のため、もう一度検査をしたが結果は同じ。

　あってはならない事だが、事実は事実として受け入れなければならない。

　それから三日間悩みに悩んだ末に、遥香は拓真に妊娠したと報告した。

　当日の夜、二人とも入浴を済ませたのちに、遥香は判定結果が出た妊娠検査薬を隠し持って、ソファに座っている拓真の隣に腰を下ろした。

「拓真さん……。ごめんさない。あのっ……私、妊娠してしまったみたいです」

　声が震えてしまったのは、拓真の反応が怖かったからだ。

　当然迷惑に思うだろうし、その後の展開はどう考えても重苦しいものに決まっている。

　遥香としては、お腹に宿った子を自分一人でも慈しみ育てたい。

　そう言えば、きっと拓真は大いに困惑するだろう。

　てっきりそう思っていた。

　しかし、驚いたことに拓真は妊娠したと聞いた時点で破顔して、喜びの雄叫びを上げた。それだけでもびっくりしたのに、彼はソファに並んで座っていた遥香を抱き寄せて、顔中にキスの雨を降らせたのだ。

「本当か？　本当に俺との子がお腹にいるんだね？」

「本当です。……でも、拓真さん、困りますよね？」

「どうして困ったりするんだ？　まったく困らないし、むしろそうなればいいと望んでいたくらいだ」

「えええええっ？」

　拓真の答えに、遥香は大声を上げて口をあんぐりと開けたまま絶句してしまった。

「遥香、嬉しいよ。ありがとう！　避妊してたのにできるなんて、奇跡だ！　これはぜったいに神様の思し召しだ。遥香……本当にありがとう！」

　戸惑う遥香の前に跪くと、拓真がまだ膨らむ前のお腹に頬ずりをしてきた。

「きっと、遥香とずっと一緒にいたいと願い続けてた俺の気持ちが天に通じたんだ。俺はもう遥香なしじゃ居られない。一生遥香のそばにいたいし、一緒に二人の子供を育てたいと思う。そのためなら、何でもする。遥香……俺と結婚してくれないか？　頼む……！」

　目を見つめられながらそう言われ、遥香の目から大粒の涙が零れ落ちた。唇が震え、話す声が上ずってしまう。

「ほ、本当に？　本当に、私と結婚して一緒にお腹の子を育ててくれるんですか？」

「当たり前だろう？　そう聞いてくれたという事は、遥香も同じように思っていてくれてるんだな？」

「はいっ……！」

　遥香は嬉しさの余り、本格的に泣き出して拓真をあわてさせた。

　彼が言うには、再会して最初の夜を過ごした直後、もう遥香を本気で想い始めていたらしい。

「ずっと言えなかったのは、遥香に拒絶されるのが怖かったからだ。遥香みたいに清楚で真面目な女性は、俺のような男を好きになるはずがないと思っていたから──」

「そんなわけないじゃないですか……！　私のほうこそ、拓真さんみたいに素敵な男性が、平凡私なんかを好きになってくれるはずなんかないって思って──うわぁぁああん！」

　話す間も涙で喉が詰まり、込み上げてくる嬉しさに胸が痛いくらいだった。

　拓真曰く、遥香に対する自分の気持ちに気づいてからというもの、なんとかして想いを伝え、どうにかして振り向いてもらおうと必死だったらしい。

　スタッフに恋人だと紹介したのは自分の気持ちをそれとなく伝える意図があったようで、その時点で自分の想いはほぼ伝わっているものと思い込んでいたようだ。

「ぜんぜん伝わってないです！　拓真さんの気持ち、今はじめて知りましたっ……。すごく嬉し……だって、てっきり……ひぃぃぃん！」

　子供のように大声を上げて泣く遥香を、拓真が改めてゆったりと胸に抱き寄せてくる。

「遥香、そんなに泣いたらお腹のベビーがびっくりするよ。ほら、泣き止んで……。これからもずっと一緒だし、時間はたっぷりある。俺達三人のこれからについて、今からじっくりと話し合おう」

　図らずも、今日は再会してからちょうど二カ月だ。

　たったそれだけの間に、これほど目まぐるしくいろいろな事が起こるなんて、予想だにしなかった。

　これから先も拓真と一緒にいられるなんて夢みたいだ。けれど、いくら頬をつねっても痛みを感じるし、抱き寄せてくる腕は限りなく優しい。

「遥香、愛してるよ。もっと早く言えばよかった」

　囁きながら頭のてっぺんにキスをされ、遥香はうっとりと目を閉じて拓真の胸に頬をすり寄せた。

「私も、拓真さんを愛してます。ずっとずっと、愛し続けるって誓います」

「俺もだよ」

　長いキスのあと、遥香は拓真と見つめ合ってにっこりと微笑みを浮かべた。

　これほど嬉しそうな顔をしてくれている拓真を見たら、これが夢ではないという事がはっきりとわかる。二人は間違いなく愛し合っており、これからもずっとともに人生を歩めるのだと信じられた。

　遥香は拓真と繰り返しキスをしながら、お腹にあてられた彼の手の上に自分の掌を重ね合わせるのだった。







エピローグ








　遥香の妊娠が発覚してから九か月後の七月十一日。

　遥香は無事女の赤ちゃんを産んだ。

　名前は拓真と二人で考えて、「未み来く」とつけた。

　未来は母乳もミルクもたくさん飲んで、元気いっぱいに育っている。

　慣れない子育ては戸惑う事だらけだし、税理士になるための勉強は滞りがちだ。けれど、忙しい仕事の合間を縫って、ともに子育てをしてくれる拓真のおかげで、引き続き夢を追い続ける事が出来ている。

　結婚式やハネムーンなしでスタートした結婚生活は、順調そのもの。

　しかし、何の前触れもなく妊娠と結婚の意志を告げられた周囲は、びっくりして上を下への大騒ぎだった。

　殊に遥香の両親は、仰天するあまり娘が妄想に取り憑かれたのではないかと本気で心配して報告した次の日に急遽飛行機で上京してきたほどだ。

　遥香が拓真と再会した夜に背中を押してくれた夏帆も、二人が結ばれた事を心から喜んでくれた。

　出産までの間に、遥香は拓真とともに結婚に必要な手続きをしたり、ベビーグッズを買ったりと大忙しだった。夫婦になったのちは拓真の自宅は二人の家になり、今は未来と三人で暮らす家族の住まいになっている。




「拓真、悪いけど髪の毛、まとめてもらってもいい？」

「いいよ。だけど、あんまりひっ詰めると頭皮によくないからヘアバンドにしといたらどうだ？」

「じゃあ、そうする」

　未来におっぱいをあげながら、遥香はソファの背にゆったりと背中をもたれさせた。

　背後に来た拓真が、遥香の髪の毛を粗目の櫛で手際よくまとめて幅広のヘアバンドで留めてくれた。

　未来が生まれてまだ二カ月だが、母親になった遥香はようやく拓真に対してため口で話せるようになっている。

「ありがとう。あ～あ、せっかくサラサラのストレートヘアだったのに、やっぱり三カ月を過ぎたら、まとまらなくなっちゃうんだもの」

「遥香の癖毛はかなり手強いからな。これからしばらくは、癖を活かしたヘアスタイルにするしかないな」

　妊娠出産や授乳期でもパーマやヘアカラーはもちろん、縮毛矯正をかけても問題はないと言われている。

　けれど、当然ながら妊娠中はいろいろな面で注意をすべきであり、体調によっては避けるべきなのは言うまでもない。

　遥香の場合、妊娠してしばらくして、つわりがひどくなった。

　匂いにも敏感になり、サロンで使う薬液なども近寄っただけで気分が悪くなる。

　妊娠中期になって落ち着いてきたものの、今度はお腹の張りがあって長時間同じ姿勢をとるのが無理になってしまった。

　その結果、遥香の髪の毛はだんだんともともとの膨らみを取り戻し、今や完全復活してそのままでは収まりがつかなくなっているのだ。

「でも、これほど強い癖毛、どうにかなると思う？」

「それは俺の腕の見せどころかな。カットして毛量を減らせば、かなり扱いやすくなると思うよ」

　もう効力を失ってしまったが、髪の毛は縮毛矯正によって華麗なる変化を遂げた。

　それとは別に、遥香の身体にほかにも大きく変化したパーツがある。

　以前は寄せてあげてようやくＢカップだった胸は、妊娠中に二倍の大きさになり、授乳中の今は五倍に膨らんで遥香の肩に過剰な負荷をかけるまでになっているのだ。

「おっぱい、重い～！　肩凝るし、歩くだけで揺れて痛いし、早くちっちゃくならないかな。あ、でも元通りになるのは嫌だな。せめてＣカップくらいでキープしたいな。拓真もそう思うでしょう？」

「俺は、元に戻ってもぜんぜんいいよ。もちろん、今の遥香のおっぱいも大好きだ。未来、飲み終わったら、パパと代わってくれないかな？」

　拓真が遥香の隣に腰を下ろし、美久の頭をそっと撫でた。

「ダメ。今のママのおっぱいは、未来専用です。パパは、もうしばらく我慢して。ね、未来ちゃん」

　飲みっぷりがいい未来は、おっぱいはもちろん、足らなければミルクも飲む。

　おかげで遥香の乳房は母乳が詰まってカンカンに硬くなったり、乳腺炎になる事もなくふわふわしている。

「でも、セックスの時は俺のものだ」

　拓真がニンマリと笑いながら、空いているほうの乳房に頬をすり寄せてきた。

「ちょっ……未来が聞いてるでしょ！　もう、パパったらやぁね～」

　遥香はそう言いながらも、口元が綻ぶのを隠す事ができない。

　出産してまだ二カ月しか経っていないから、当然激しくするのは無理だ。けれど、愛し合う夫婦としてのスキンシップは取っているし、キスやハグは日常的にしている。

「未来、ママのおっぱいは美味しいだろう？　何せ、パパが心を込めてメンテナンスをしてるからね」

　そう言うと、拓真がポケットに隠し持っていたらしい小瓶を取り出して、遥香の目の前でぶらぶらさせた。

「今夜あたり、おっぱいケアも兼ねてアロマオイルでマッサージしてやろうか？　昨日、新しくフランスからラベンダーオイルが届いたんだ。すごく安らぐ香りだぞ」

「する！　私、ラベンダーの香り大好き。ふふっ、楽しみだなぁ。せっかくだから、じっくり施術してもらいたいなぁ。でも、未来がぐっすり寝てくれるかどうか──ん、っ……」

　思案する遥香の唇に、拓真がチュッとキスをする。

「途中で起きたら、俺があやすから大丈夫だ」

　大きくて広い腕の中が心地いいのか、未来は拓真が抱っこするとすぐにうとうとしはじめるのだ。

「そんな事言って、未来を抱っこしたら私そっちのけで愛娘にデレデレになるくせに」

「未来、ママが嫉妬してるぞ」

「し、嫉妬って！」

　ふくれっ面をする遥香の唇に、拓真がもう一度キスをする。

　こんな日常が、愛おしくてたまらない。

　心からそう思いながら、遥香は愛する夫にキスを返すのだった。







あとがき








　濃密ラブルージュでは三作目になります「肉食系の旦那様に蕩けるほど溺愛された結果、懐妊いたしました」をお求めいただき、ありがとうございました。

　本作のヒロインは、髪の毛にコンプレックスがある地味女子。

　ヒーローは成功した実業家にして、元カリスマ美容家です。

　二人は過去一度だけ会っており、その時に起きた出来事によって、それぞれにトラウマを抱えていました。そして、偶然の再会を経てそのトラウマを克服するために、濃密な関係を持つことになるのです。

　アロマオイルによるボディマッサージは、女性の心と身体にたくさんの嬉しい効果をもたらします。

　的確なハンドテクニックは、心身を深くリラックスさせて蓄積したストレスを解消し、疲労回復にも繋がる。デトックス効果による代謝アップは美肌を生み、消化器系のトラブルを遠ざけてくれます。

　けれど、施術してくれるのが極上の美男だとどうでしょう？

　恐らく緊張で身体はガチガチ。心臓はバクバクでリラックスとはほど遠い状態になってしまうのではないでしょうか？

　けれど、ヒーローはそんな状態をも吹き飛ばしてしまうほどのテクニックを持った超一流の施術者なのです。

　オマケに、彼はヒロインに興味津々で、自分に出来る事なら何でもしてあげたいと言う気持ちになっている……。本作では、そんな夢のようなシチュエーションになった時の、一番官能的な流れを書き表してみました。

　日々それぞれに頑張っている読者様が、このお話を読んで少しでも癒しと潤いを感じてくださったら、これ以上嬉しい事はありません。

　最後になりましたが、この作品に関わってくださったすべての方々に心からお礼申し上げます。

　それでは、また別の作品でお会いできるのを楽しみにしております。
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